
コ
ロ
ナ
禍
は
マ
ス
コ
ミ
に
責
任
転
嫁

ｘ
は
１
０
秒
と
か
か
ら
な

い
。

　

同
様
の
即
時
送
金
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ

も
打
ち
出
し
た
が
、
中
銀

が
Ｐ
ｉ
ｘ
導
入
を
打
ち
出

し
た
後
、
導
入
を
諦
め
た

と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
で
、
銀
行
に

出
か
け
た
り
、
現
金
自
動

預
け
入
れ
支
払
機
（
Ａ
Ｔ

Ｍ
）
を
利
用
し
た
り
し
て

の
支
払
い
や
送
金
を
嫌
う

人
が
急
増
し
、
ア
プ
リ
を

使
っ
て
の
支
払
い
や
送
金

が
店
頭
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
支

払
い
な
ど
に
と
っ
て
代

わ
っ
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

　

Ｐ
ｉ
ｘ
の
利
点
は
、
銀

行
な
ど
に
出
向
く
必
要
が

な
い
事
や
、
２
４
時
間
、

ど
こ
で
で
も
支
払
い
や
送

金
が
行
え
る
事
、
指
定
し

た
金
額
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
相
手
の
口
座
に
入
金
さ

れ
る
事
だ
け
で
は
な
い
。

　

銀
行
送
金
の
場
合
、
送

金
先
の
人
物
や
企
業
な
ど

の
口
座
が
あ
る
銀
行
や
支

店
の
名
前
（
番
号
）、
口
座

番
号
な
ど
の
情
報
が
必
要

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
２
２
日
、
国
連
総
会
で
開
会
演
説
を
行
い
、「
自
分
は
、

ア
マ
ゾ
ン
や
パ
ン
タ
ナ
ル
の
偽
情
報
を
流
す
人
た
ち
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
犠
牲
者

だ
」
と
発
言
。
さ
ら
に
、
根
拠
と
し
て
信
ぴ
ょ
う
性
や
正
確
さ
に
欠
け
る
発
言
を

連
発
し
、
物
議
を
醸
し
た
。
２
２
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
爆
発
の
最
中
に
評
判
が

上
が
っ
た
企
業
の
ひ
と
つ

に
、
家
具
や
電
子
電
気
機
器

の
小
売
業
者
マ
ガ
ジ
ン
・
ル

イ
ー
ザ
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で

も
、「
外
出
自
粛
期
間
中
の

従
業
員
解
雇
な
し
」「
ネ
ッ

ト
販
売
の
送
料
無
料
」「
コ

で
の
火
災
も
、「
暑
い
場
所

に
あ
る
た
め
だ
」
と
説
明
し

た
が
、
今
年
に
な
っ
て
火
災

が
急
増
し
て
い
る
理
由
は
説

明
し
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
１
０
月
に
北

東
部
の
海
岸
に
流
れ
着
い
た

原
油
と
、
そ
れ
に
伴
う
海
洋

汚
染
の
問
題
に
関
し
て
も
、

大
統
領
は
そ
れ
が
「
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
か
ら
流
れ
て
き
た
も

の
」
と
説
明
し
た
だ
け
で
な

く
、「
犯
罪
的
な
意
図
に
よ

る
も
の
」
と
断
言
し
た
。
こ

の
原
油
漏
れ
の
原
因
は
ギ
リ

シ
ャ
船
籍
の
タ
ン
カ
ー
か
ら

漏
れ
た
も
の
で
あ
る
疑
い
が

も
た
れ
て
い
る
が
、
先
月
末

に
、
原
油
汚
染
の
原
因
は
特

定
で
き
ず
と
の
報
告
書
が
出

て
お
り
、
犯
罪
行
為
が
原
因

だ
と
は
今
日
も
見
ら
れ
て
い

な
い
。

　

１
８
日
に
米
国
の
マ
イ

ク
・
ポ
ン
ペ
オ
国
務
長
官
が

ロ
ラ
イ
マ
州
を
訪
問
し
、
べ

ネ
ズ
エ
ラ
難
民
施
設
を
訪
れ

た
後
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
独
裁

政
権
を
批
判
す
る
発
言
を

行
っ
た
問
題
に
関
し
て
も
、

米
国
大
統
領
選
に
直
結
す
る

問
題
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
肯

定
的
な
物
言
い
を
し
た
。

　

さ
ら
に
、
世
界
第
２
位
と

な
る
１
４
万
人
近
い
死
者
を

生
ん
だ
伯
国
の
コ
ロ
ナ
対
策

に
関
し
て
は
、「
伯
国
の
マ

ス
コ
ミ
が
世
論
を
２
極
化
し

た
」
と
し
、
国
民
の
大
半
が

外
出
自
粛
に
よ
る
隔
離
に
賛

「
森
林
火
災
の
虚
報
の
犠
牲
者
」

だ
が
、
Ｐ
ｉ
ｘ
で
は
、
受

取
人
を
特
定
す
る
「
カ
ギ

（ch
ave

）」
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
だ
け
が
あ
れ
ば
事
が
足

り
る
。

Ｐ
ｉ
ｘ
稼
働
の
た
め
に
必

　

こ
の
点
は
、
Ｄ
Ｏ
Ｃ

や
Ｔ
Ｅ
Ｄ
と
呼
ば
れ
る

送
金
手
段
が
、
営
業
日

に
銀
行
の
営
業
時
間
内
で

し
か
機
能
し
な
い
点
と
大

き
く
異
な
る
。
Ｄ
Ｏ
Ｃ
は

４
９
９
９
・
９
９
レ
ア
ル
ま

で
し
か
送
金
で
き
ず
、
入

金
さ
れ
る
の
は
翌
日
。
Ｔ

Ｅ
Ｄ
は
送
金
当
日
に
入
金

さ
れ
る
が
、
銀
行
の
営
業

時
間
内
で
し
か
扱
わ
な
い
。

小
切
手
や
現
金
を
振
り
込

む
場
合
も
、
相
手
側
に

入
金
さ
れ
る
ま
で
は
最
大

９
０
分
か
か
る
が
、
Ｐ
ｉ

　

中
銀
が
２
月
に
導
入
を

発
表
し
た
Ｐ
ｉ
ｘ
（
即
時

支
払
い
）
の
正
式
稼
働
ま

で
２
カ
月
を
切
り
、
金
融

機
関
が
諸
準
備
や
顧
客
確

保
に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
。

　

即

時

支

払

い
（p

a
g
a
m
e
n
to
s 

instantaneos

）
の
新
し

い
方
法
と
し
て
導
入
さ
れ

る
Ｐ
ｉ
ｘ
は
、
場
所
や
時

間
を
選
ば
ず
、
週
７
日
間
、

１
日
２
４
時
間
機
能
す
る

上
、
相
手
先
に
は
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
入
金
さ
れ
る
と

い
う
優
れ
モ
ノ
だ
。

２
４
時
間
即
時
送
金
の
優
れ
モ
ノ

ク
リ
ヴ
ェ
ラ
の
市
長
選
出
馬
危
機

銀
行
な
ど
で
は
激
し
い
競
争
も

要
な
資
材
や
機
材
の
準
備

を
終
え
、
顧
客
の
情
報
登

録
を
受
け
付
け
始
め
る
の

は
１
０
月
５
日
か
ら
。
だ

が
、
各
金
融
機
関
は
争
う

よ
う
に
し
て
、
Ｐ
ｉ
ｘ
に

関
す
る
情
報
を
流
し
、
サ

イ
ト
な
ど
を
通
じ
た
顧
客

情
報
の
前
倒
し
登
録
を

行
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ

れ
は
、
納
税
者
番
号
（
個

人
な
ら
Ｃ
Ｐ
Ｆ
、
法
人
な

ら
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｊ
）
や
ｅ
メ
ー

ル
、
携
帯
電
話
の
番
号
と

い
う
「
鍵
（chave

）」
は
、

唯
一
の
銀
行
口
座
に
連
結

す
る
た
め
だ
。

　

既
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
や
携
帯
電
話

の
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
い

る
人
の
場
合
は
、
新
し

Ｐ
ｉ
ｘ
に
つ
い
て
説
明
す
る
サ
イ
ト
の
一
つ

ク
リ
ヴ
ェ
ラ
市
長

(Tania Rego/Agencia Brasil)

未
確
認
、不
正
確
な
発
言
多
数

リ オ 選 裁
成
し
て
い
た
の
に
、
大
統
領

自
身
が
自
分
の
支
持
者
を
あ

お
り
、
隔
離
に
反
対
さ
せ
よ

う
と
し
た
事
実
を
言
わ
ず
に

批
判
し
、「
コ
ロ
ナ
対
策
に

は
全
力
を
尽
く
し
て
い
る
」

と
語
っ
た
。　

　

大
統
領
は
コ
ロ
ナ
で
生
活

苦
に
陥
っ
た
人
た
ち
に
対
し

て
緊
急
援
助
金
を
支
給
す
る

な
ど
の
対
策
を
行
っ
た
こ
と

を
主
張
し
た
が
、
そ
の
際
、

「
１
人
あ
た
り
１
千
ド
ル
を

支
給
し
た
」
と
誇
張
し
た
。

１
回
に
付
き
６
０
０
レ
ア
ル

の
支
給
額
は
５
回
分
を
合

計
し
て
も
３
千
レ
ア
ル
で
、

６
０
０
ド
ル
程
度
に
し
か
な

ら
な
い
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
さ
ら

に
、「
宗
教
の
自
由
は
認
め

ら
れ
る
べ
き
」
と
し
な
が
ら

も
、
伯
国
の
こ
と
を
「
キ
リ

ス
ト
教
に
よ
る
保
守
国
家

ロ
ナ
対
策
へ
の
巨
額
寄
付
」

な
ど
が
話
題
と
な
っ
て
い
た

が
、
同
社
は
現
在
、「
黒
人

の
み
を
対
象
と
し
た
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
い
て
話
題

を
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
は

「
逆
差
別
に
あ
た
る
の
で
は

な
い
か
」
と
の
声
も
あ
が
っ

て
い
る
が
、「
一
般
社
会
の

雇
用
そ
の
も
の
に
格
差
が
あ

る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
是
正

し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
間

違
い
で
は
な
い
」
と
す
る
司

法
関
係
者
も
少
な
く
な
く
、

ネ
ッ
ト
上
な
ど
で
も
賛
辞
の

声
は
多
い
。
逆
差
別
の
主
張

も
わ
か
る
が
、
こ
う
し
た
企

業
が
全
く
出
て
来
な
け
れ
ば

そ
れ
も
問
題
で
は
？

　
　
　
　
　

◎

　

２
２
日
付
伯
字
紙
に
よ
る

と
、
聖
市
極
東
部
で
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

抗
体
を
持
っ
て
い
る
人
が

１
９
・
６
％
お
り
、
５
人
に

１
人
が
感
染
し
て
い
る
地
区

が
あ
る
。
聖
市
市
役
所
が

１
７
日
に
発
表
し
た
調
査
結

果
に
よ
る
と
、
一
軒
の
家
に

５
人
以
上
住
ん
で
い
る
家
庭

で
の
感
染
率
は
１
９
・
８
％

と
高
い
。
市
西
部
な
ど
に

住
む
Ａ
、
Ｂ
ク
ラ
ス
の
感

染
率
は
３
・
１
％
と
低
い
の

に
、
Ｄ
、
Ｅ
ク
ラ
ス
で
は

１
８
・
７
％
と
高
い
な
ど
、

感
染
率
に
も
格
差
が
あ
る
。

極
東
部
や
極
北
部
は
貧
困
層

が
多
い
地
域
だ
。
抗
体
保
有

者
の
割
合
が
高
い
と
、「
抗

体
が
で
き
て
い
る
か
ら
、
安

全
な
の
で
は
」
と
い
う
人
も

い
る
が
、
こ
の
格
差
を
見
る

と
、
一
概
に
は
良
い
と
は
言

え
そ
う
に
な
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
３
日
の
対
マ
ル
セ
イ
ユ

戦
で
退
場
に
な
っ
た
際
、「
相

手
選
手
に
人
種
差
別
的
発
言

を
さ
れ
た
」
と
抗
議
し
た
Ｐ

Ｓ
Ｇ
の
ネ
イ
マ
ー
ル
。
だ
が
、

今
に
な
っ
て
、
そ
の
試
合
で

彼
自
身
が
、「
中
国
人
の
ク
ソ

野
郎
」
と
叫
ん
で
、相
手
チ
ー

ム
の
選
手
を
侮
蔑
し
て
い
た

疑
惑
が
浮
上
し
て
い
る
。
言

わ
れ
た
相
手
は
、
日
本
代
表

選
手
で
も
あ
る
酒
井
宏
樹
と

か
。
日
本
人
と
し
て
は
複
雑

だ
が
、
真
相
は
い
か
に
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
研
究
所

（
Ｉ
ｅ
ｍ
ａ
）
が
２
２
日
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
せ
い
で
バ
ス

の
運
行
本
数
が
減
っ
た
た
め
、

聖
市
で
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
が
５
２
％
も
減
っ
た
と
発

表
し
た
と
同
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ

ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
が
報
じ
た
。

　

国
際
ノ
ー
カ
ー
デ
ー
に
ち

な
ん
で
発
表
さ
れ
た
の
は
、

４
月
の
平
日
の
大
気
汚
染
の

状
態
を
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の

２
月
の
平
日
の
汚
染
状
況
と

比
較
し
た
デ
ー
タ
だ
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
代
表
格
で
あ
る
二

酸
化
炭
素
は
、
５
２
％
減
少

し
て
い
た
。
心
臓
病
や
気
管

支
系
疾
患
の
原
因
と
な
る
煤

そ
の
他
の
汚
染
物
質
や
水
分

の
排
出
量
は
５
１
％
、
肺
の

機
能
障
害
を
引
き
起
こ
す
窒

素
酸
化
物
は
５
６
％
減
少
し

て
い
た
。

　

Ｉ
ｅ
ｍ
ａ
で
は
、
大
気
汚

染
物
質
の
排
出
量
が
減
っ
た
の

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

を
抑
制
す
る
た
め
に
、
バ
ス
な

ど
の
公
共
交
通
機
関
を
含
む

車
の
走
行
量
が
減
っ
た
事
が
主

な
原
因
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

路
上
に
出
て
い
る
車
が
減
少

し
た
事
と
停
留
所
で
待
っ
て
い

る
人
が
減
少
し
た
事
で
、
外

出
自
粛
期
間
中
に
運
行
を
維

持
し
て
い
た
バ
ス
の
走
行
時
の

平
均
速
度
が
上
が
っ
た
事
も
、

排
気
ガ
ス
の
排
出
量
が
減
っ
た

原
因
だ
と
い
う
。

　

４
月
の
場
合
、
午
前
７
〜

１
０
時
に
市
内
を
走
っ
て
い

た
バ
ス
の
平
均
速
度
は
２
２

キ
ロ
／
時
で
、
年
頭
に
計
測

さ
れ
た
時
速
１
５
キ
ロ
を

４
６
・６
％
上
回
っ
た
。

　

ま
た
、
４
〜
６
月
の
バ
ス
の

利
用
者
は
２
億
３
７
０
０
万

人
で
、
昨
年
同
期
の

６
億
７
４
０
０
万
人
の
約
３

分
の
１
に
減
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
聖
市
内
で
は
、
１

日
あ
た
り
、平
均
１
万
２
千
台

の
バ
ス
が
繰
り
出
し
て
い
る
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
走
行
量
は

１
日
平
均
１
万
３
８
０
０
台

だ
っ
た
が
、
外
出
自
粛
が
始

ま
っ
た
当
初
は
６
８
０
０
台

に
減
っ
て
い
た
。

　

Ｉ
ｅ
ｍ
ａ
は
常
に
、
大
気

汚
染
の
状
況
改
善
の
た
め
に

は
車
の
走
行
量
や
走
行
速
度

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
と

訴
え
て
お
り
、
今
後
の
改
善

目
標
も
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

２
１
日
、
リ
オ
選
挙
地
域

裁
（
Ｔ
Ｒ
Ｅ
）
が
、
リ
オ
市

長
の
マ
ル
セ
ロ
・
ク
リ
ヴ
ェ

ラ
被
告
に
対
す
る
公
職
濫
用

疑
惑
の
審
理
を
行
い
、
大
半

の
判
事
が
有
罪
で
「
８
年
間

の
選
挙
出
馬
禁
止
」
と
の
判

断
を
下
し
た
が
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
一
家
と
つ
な
が

り
の
あ
る
判
事
の
見
直
し
要

求
で
、
結
論
が
先
延
ば
し
と

な
っ
た
。
２
２
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

問
題
と
さ
れ
て
い
る
の

は
、
ク
リ
ヴ
ェ
ラ
被
告
が
市

長
２
年
目
の
２
０
１
８
年
７

月
４
日
に
、
同
氏
の
息
子

で
あ
る
マ
ル
セ
ロ
・
ホ
ッ

ジ
・
ク
リ
ヴ
ェ
ラ
氏
の
下
議

選
と
、
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・

コ
ス
タ
氏
の
リ
オ
州
議
選
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
リ
オ
中

央
部
に
あ
る
エ
ス
コ
ー
ラ
・

デ
・
サ
ン
バ
「
エ
ス
タ
シ
オ
・

デ
・
サ
ー
」
の
拠
点
地
の
一

角
で
行
っ
た
際
、
リ
オ
市
の

ご
み
収
集
業
者
で
あ
る
「
コ

ン
ル
ル
ブ
」
社
の
車
が
５
０

台
以
上
使
わ
れ
、
勤
務
時
間

中
の
運
転
手
も
含
め
た
従
業

員
ま
で
動
員
さ
れ
た
こ
と

を
、
社
会
主
義
自
由
党
（
Ｐ

Ｓ
Ｏ
Ｌ
）
が
訴
え
た
も
の
。

こ
の
訴
訟
で
は
、
ク
リ
ヴ
ェ

ラ
氏
、
マ
ル
セ
ロ
・
ホ
ッ
ジ

氏
、
コ
ス
タ
氏
の
３
人
が
訴

え
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
件
で
、
報
告
官
を
務

め
た
ク
ラ
ウ
ジ
オ
・
ル
イ
ス
・

ブ
ラ
ガ
・
デ
ル
オ
ル
ト
判
事

は
、「
リ
オ
州
議
会
の
議
会

調
査
委
員
会
で
証
拠
も
あ
げ

ら
れ
て
い
る
」
と
し
、
公
職

選
挙
法
違
反
で
、
３
被
告
の

有
罪
を
主
張
。そ
れ
に
対
し
、

７
人
中
６
人
の
判
事
が
デ
ル

オ
ル
ト
判
事
の
主
張
に
従
っ

た
。

　

だ
が
、
こ
の
日
、
唯
一
投

票
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た

ヴ
ィ
ッ
ト
ル
・
マ
ル
セ
ロ
・

ロ
ド
リ
ゲ
ス
判
事
が
「
票
の

見
直
し
」
を
求
め
た
た
め
、

こ
の
日
は
結
審
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
次
の
審
理
は
２
４

日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

問
題
と
な
っ
た
の
は
、
ロ

ド
リ
ゲ
ス
判
事
が
今
月
は
じ

人
は
、
伯
国
に
お
け
る
黒
人

女
性
の
地
位
を
高
め
る
こ
と

に
寄
与
し
た
団
体
「
フ
ェ
イ

ラ
・
プ
レ
ッ
タ
」
創
始
者
の

ア
ド
リ
ア
ー
ナ
・
バ
ル
ボ
ー

ザ
氏
と
、
企
業
家
を
支
援
す

る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

「
ブ
ー
メ
ラ
」
の
共
同
経
営

者
の
ギ
リ
ェ
ル
メ
・
ブ
ラ
メ

ル
・
ジ
ュ
ニ
オ
ル
氏
の
二
人

で
、
１
０
時
か
ら
の
ヴ
ァ
ー

チ
ャ
ル
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、

顕
彰
の
時
が
持
た
れ
た
。

聖
市
の
汚
染
物
質
５
１
％
減
少

コ
ロ
ナ
で
バ
ス
な
ど
の
数
が
減
り

大
統
領
派
の
判
事
が
助
け
舟
出
す

Ｐ
ｉ
ｘ
の
正
式
稼
働
近
づ
く

国際ノーカーデー

２
人
の
伯
人
に
栄
誉

黒
人
女
性
や
新
企
業
家
支
援
で

世界経済フォーラム

２２日のボウソナロ大統領 (Marcos Correa/PR)
　

今
年
の
国
連
総
会
で
の
演

説
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
も
あ
り
、
ビ
デ
オ
動
画

の
形
で
行
わ
れ
た
。
開
会
前

に
流
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
の
映
像

で
も
、
国
連
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
本
部
に
集
ま
っ
た
人
々
は

ご
く
僅
か
で
、
空
席
が
目

立
っ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
昨

年
の
国
連
演
説
で
も
、
法
定

ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
伐
採
や
火

災
の
増
加
に
対
し
て
生
じ
た

国
際
社
会
か
ら
の
批
判
に
対

し
、「
ア
マ
ゾ
ン
を
ど
う
す

る
か
は
伯
国
の
自
由
」「
欧

州
の
干
渉
は
植
民
主
義
的
」

と
反
論
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
今
回
の
演
説
も
事
前
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
ず
、
法
定
ア
マ
ゾ
ン
で

の
森
林
伐
採
が
１
年
間
で

３
４
％
増
え
、
パ
ン
タ
ナ
ル

で
の
火
災
も
急
増
し
て
い
る

こ
と
で
、
再
び
国
際
的
批
判

を
浴
び
て
い
る
環
境
問
題
に

関
し
て
、
大
統
領
は
「
伯
国

は
間
違
っ
た
情
報
の
犠
牲

者
だ
」
と
強
調
。「
法
定
ア

マ
ゾ
ン
（
の
森
林
）
は
湿
度

が
高
い
の
で
、
森
林
の
外
延

部
で
な
い
と
火
災
は
起
き
な

い
」
と
根
拠
が
確
か
で
な
い

こ
と
を
言
っ
た
上
、「
森
林

火
災
を
起
こ
し
て
い
る
の
は

先
住
民
や
土
着
民
だ
」
と
し

て
、
製
材
業
者
や
牧
畜
農
家

の
責
任
を
不
問
に
伏
そ
う
と

し
た
。
ま
た
、
パ
ン
タ
ナ
ル

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ

て
い
る
「
世
界
経
済
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
で
、
２
人
の
伯
人

が
「
社
会
の
発
展
に
貢
献
し

た
２
２
人
」
に
選
ば
れ
た
。

２
２
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て

い
る
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
２
１

日
か
ら
２
４
日
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
、

１
４
１
カ
国
か
ら
３
２
０
０

人
が
参
加
し
て
い
る
。

　
「
社
会
の
発
展
に
貢
献
し

た
２
２
人
」
に
選
ば
れ
た
伯

だ
」
と
国
の
宗
教
を
断
定
す

る
発
言
を
行
い
、「
キ
リ
ス

ト
教
嫌
悪
撲
滅
の
た
め
に

戦
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
」
と

ま
で
語
っ
た
。

国連演説でまた大問題ボウソナロ

（１） ２０２０（令和二）年第５５７７号  ９月 ２３日 （水曜日）

い
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
な
く
て
も
利
用
で
き

る
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る

銀
行
も
あ
る
の
で
、
現
在

利
用
し
て
い
る
銀
行
の
サ

イ
ト
や
店
頭
で
事
前
登
録

な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
て

み
る
と
良
い
。
Ｐ
ｉ
ｘ
は

通
常
の
銀
行
で
も
ヴ
ァ
ー

チ
ャ
ル
の
銀
行
で
も
利
用

で
き
る
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
宣
言
後
、

デ
ジ
タ
ル
情
報
を
悪
用
し

た
犯
罪
が
増
え
て
い
る
が
、

中
銀
は
、
Ｐ
ｉ
ｘ
関
連
の

「
鍵
」
そ
の
他
の
情
報
は
、

中
銀
が
統
括
、
管
理
す
る

シ
ス
テ
ム
に
保
管
さ
れ
る

た
め
、
安
全
だ
と
強
調
し

て
い
る
。

　

一
般
顧
客
向

け
の
Ｐ
ｉ
ｘ
が

正
式
に
稼
働

し
始
め
る
の
は

１
１
月
１
６
日

か
ら
で
、
各
金
融

機
関
で
は
現
在
、

Ｐ
ｉ
ｘ
を
稼
働

さ
せ
る
た
め
に

必
要
な
安
全
対

策
そ
の
他
を
中

銀
に
届
け
、
試
験

運
用
を
行
う
一

方
、
顧
客
が
Ｐ
ｉ

ｘ
を
利
用
す
る

た
め
に
必
要
な

情
報
の
登
録
に

向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　

金
融
機
関
が

子
で
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
氏
自
身

も
、
同
裁
判
事
指
名
の
際
、

フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
か
ら
の
強
い

推
薦
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め

て
い
る
。
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
も

現
在
、
リ
オ
州
議
時
代
の
ラ

シ
ャ
ジ
ー
ニ
ャ
疑
惑
で
揺
れ

て
い
る
最
中
だ
。

め
に
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
の
指
名
で
判

事
に
選
ば
れ
て
い
る

こ
と
だ
。
大
統
領
は

今
回
の
リ
オ
市
長
選

で
、
ク
リ
ヴ
ェ
ラ
氏

の
再
選
を
支
持
し
て

い
る
。

　

こ
の
件
は
以
前
に

も
報
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
大
統
領
長
男
フ

ラ
ヴ
ィ
オ
上
議
は
ロ

ド
リ
ゲ
ス
氏
の
教
え



日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

リ
ー
ダ
ー
育い

く

成せ
い

事じ

業ぎ
ょ
う

（２）２０２０（令和二）年 第５５７７号	 ９月	２３日	（水曜日）

新し
ん

時じ

代だ
い

の
統と

う

率そ
つ

力り
ょ
く

と
は

ブラジル時
じ

報
ほう

の紙
し

面
めん

（「南
なん

米
べい

写
じゃ

真
しん

帳
ちょう

」、１９２１年
ねん

、永
なが

田
た

稠
しげし

より）

中ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

研け
ん

修し
ゅ
う

生せ
い

２
５
人に

ん

参さ
ん

加か

■社
しゃ

告
こく

■

ＪＩＣＡ

左
ひだり

下
した

が宮
みや

部
べ

さん、右
みぎ

下
した

はボリビア出
しゅっしん

身の山
やま

崎
ざき

さん（ＪＩＣＡ提
てい

供
きょう

画
が

像
ぞう

）

（１０）

トランスフォーリャ社
しゃ

が契
けい

約
やく

解
かい

消
しょう

ＰＤＦ版
ばん

への乗
の

り換
か

えを推
すい

奨
しょう

　

こ
の
経け

い

緯い

が
示し

め

す
と
お

た
当と

う

初し
ょ

、「
移い

民み
ん

会が
い

社し
ゃ

が
新し

ん

聞ぶ
ん

を
持も

つ
こ
と
は
怪け

し
か
ら

ん
」
と
反は

ん

対た
い

し
た
が
、神か

み

谷や

は

「
編へ

ん

集し
ゅ
うは
一い

っ

切さ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

の
監か

ん

督と
く

下か

に
置お

く
か
ら
御ご

諒り
ょ
う

承し
ょ
うを

願ね
が

い
た
い
」
と
譲

じ
ょ
う

歩ほ

の
交こ

う

渉
し
ょ
う

を
し
、
さ
ら
に
「
黒く

ろ

石い
し

に
ブ

ラ
ジ
ル
の
事こ

と

が
解わ

か

る
筈は

ず

が
な

い
か
ら
、
編へ

ん

集し
ゅ
うに
君き

み

（
輪わ

湖こ

）

を
入い

れ
る
こ
と
を
条

じ
ょ
う

件け
ん

と
し

た
」 

と
い
う
体た

い

制せ
い

を
整と

と
のえ
た
。

　

週
し
ゅ
う

刊か
ん

『
南な

ん

米べ
い

』、『
日に

っ

伯ぱ
く

新し
ん

聞ぶ
ん

』
そ
れ
ぞ
れ
の
立た

ち
上あ

げ

に
関か

か

わ
っ
て
い
た
輪わ

湖こ

が
、
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

の
意い

向こ
う

を
受う

け
た
お

目め

付つ
け

役や
く

の
よ
う
な
立た

ち

場ば

で
関か

か

わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
輪わ

湖こ

は

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

の
立た

ち
上あ

げ
屋や

の
よ

う
な
存そ

ん

在ざ
い

だ
っ
た
。

育い
く

を
専せ

ん

攻こ
う

し
て
い
る
。

　

南
み
な
み

大た
い

河が

州し
ゅ
うの
農の

う

業ぎ
ょ
うが
盛さ

か

ん

な
地ち

域い
き

の
日に

っ

系け
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
で
育そ

だ
っ
た
宮み

や

部べ

さ
ん
は
、
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
学ま

な

ぶ

た
め
、
東と

う

京き
ょ
う

農の
う

業ぎ
ょ
う

大だ
い

学が
く

植
し
ょ
く

物ぶ
つ

遺い

伝で
ん

子し

工こ
う

学が
く

研け
ん

究き
ゅ
う

室し
つ

で
遺い

伝で
ん

子し

組く

み
換か

え
の
研け

ん

究き
ゅ
うを
専せ

ん

攻こ
う

。
現げ

ん

代だ
い

の
大お

お

き
な
気き

候こ
う

変へ
ん

動ど
う

へ
の
耐た

い

性せ
い

を
強

き
ょ
う

化か

す
る
研け

ん

究き
ゅ
うを
行

お
こ
な
っ
て
お
り
、「
日に

本ほ
ん

や

ブ
ラ
ジ
ル
だ
け
で
な
く
世せ

界か
い

で
技ぎ

術じ
ゅ
つを
活い

か
し
た
い
」
と

目も
く

標ひ
ょ
うを
掲か

か

げ
る
。

　

土つ
ち

橋は
し

さ
ん
は
子こ

供ど
も

の
頃こ

ろ

か

ら
科か

学が
く

に
興

き
ょ
う

味み

が
あ
り
、
科か

学が
く

者し
ゃ

ご
っ
こ
な
ど
で
遊あ

そ

び
「
バ

共と
も

に
渡と

伯は
く

し
た
萩は

ぎ

原わ
ら

善ぜ
ん

五ご

郎ろ
う

（
東と

う

京き
ょ
う

都と

）が
の
ち
に「
サ
ン・

ジ
ュ
ー
ゼ
印い

ん

刷さ
つ

所じ
ょ

」 

を
開ひ

ら

き
、

邦ほ
う

人じ
ん

初は
つ

の
個こ

人じ
ん

印い
ん

刷さ
つ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

と

な
る
。

　

１
９
１
７
年ね

ん

８
月が

つ

３
１

日に
ち

の
天て

ん

長ち
ょ
う

節せ
つ

を
期き

し
て
『
ブ

ラ
ジ
ル
時じ

報ほ
う

』（N
o

tícias 
do B

rasil

）が
創そ

う

刊か
ん（R

ua 
C

o
n

s. F
u

rta
d

o
,3

9
 

S.P
au

lo

）
さ
れ
た
。
松ま

つ

村む
ら

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
そ
の
話は

な
し

を
聞き

い

米べ
い

経け
い

由ゆ

で
急

き
ゅ
う

遽き
ょ

帰き

国こ
く

し
た
の

で
あ
っ
た
」
と
い
う
流な

が

れ
の
中な

か

で
、
北ほ

く

米べ
い

新し
ん

聞ぶ
ん

記き

者し
ゃ

の
黒く

ろ

石い
し

清せ
い

作さ
く

を
移い

民み
ん

組く
み

合あ
い

の
「
移い

民み
ん

教き
ょ
う

育い
く

部ぶ

長ち
ょ
う」
の
肩か

た

書が

き
で
呼よ

び
寄よ

せ
、『
ブ
ラ
ジ
ル
時じ

報ほ
う

』

を
創そ

う

刊か
ん

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

黒く
ろ

石い
し

は
最さ

い

初し
ょ

か
ら
活か

つ

字じ

と
印い

ん

刷さ
つ

機き

械か
い

と
印い

ん

刷さ
つ

工こ
う

ま
で

携た
ず
さえ
、
１
９
１
７
年ね

ん

６
月が

つ

の

移い

民み
ん

船せ
ん

で
到と

う

着ち
ゃ
くし
た
。
こ
の

時と
き

に
印い

ん

刷さ
つ

工こ
う

と
し
て
黒く

ろ

石い
し

と

請せ
い

し
た
が
、
神か

み

谷や

は
突つ

っ
ぱ

ね
た
上う

え

、
移い

民み
ん

会が
い

社し
ゃ

に
批ひ

判は
ん

的て
き

な
邦ほ

う

字じ

紙し

を
こ
の
ま
ま
放ほ

う
っ

て
お
い
て
は
い
け
な
い
と
の
危き

機き

感か
ん

を
い
だ
き
、
自じ

前ま
え

の
新し

ん

聞ぶ
ん

の
創そ

う

刊か
ん

を
決け

つ

意い

し
た
。

　
「
神か

み

谷や

は
此こ

の

会か
い

見け
ん

で
聊い

さ
さ
か

癪し
ゃ
くに
障さ

わ

っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

此こ
の

２
新し

ん

聞ぶ
ん

は
移い

民み
ん

会が
い

社し
ゃ

の
邪じ

ゃ

魔ま

に
な
る
と
考か

ん
が
え
、
今い

ま

の
内う

ち

に
叩た

た

き
潰つ

ぶ

ぶ
さ
う
と
決け

っ

心し
ん

し

て
ブ
ラ
ジ
ル
を
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

し
、
北ほ

く

③
『
ブ
ラ
ジ
ル
時じ

報ほ
う

』

　

１
９
１
６
年ね

ん

８
月が

つ

に
ブ
ラ

ジ
ル
移い

民み
ん

会が
い

社し
ゃ

が
４
年ね

ん

間か
ん

で

２
万ま

ん

人に
ん

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

を
導ど

う

入
に
ゅ
う

す
る
契け

い

約や
く

を
聖せ

い

州し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

と
交か

わ
し
た
こ
と
を
聞き

き
つ
け
た

週し
ゅ
う

刊か
ん

『
南な

ん

米べ
い

』
の
星ほ

し

名な

と
、

創そ
う

刊か
ん

し
た
ば
か
り
の
『
日に

っ

伯ぱ
く

新し
ん

聞ぶ
ん

』
の
金か

ね

子こ

、
輪わ

湖こ

の
３

人に
ん

が
同ど

う

移い

民み
ん

会が
い

社し
ゃ

支し

配は
い

人に
ん

の

神か
み

谷や

忠た
だ

雄お

を
訪ほ

う

問も
ん

し
た
。

　

３
人に

ん

は
活か

つ

字じ

の
寄き

付ふ

を
要よ

う

　

最さ
い

終し
ゅ
う

日び

に
「
リ
ー
ダ
ー

像ぞ
う

」
を
プ
レ
ゼ
ン
す
る
た
め

に
同お

な

じ
班は

ん

と
な
っ
た
宮み

や

部べ

マ

ル
コ
ス
た
け
し
さ
ん
（
二に

世せ
い

、

２
７
歳さ

い

）
と
ヌ
エ
ス
・
ダ
ニ

エ
ラ
さ
ん
（
三さ

ん

世せ
い

、
３
３
歳さ

い

）

は
既す

で

に
日に

本ほ
ん

に
留

り
ゅ
う

学が
く

。
時じ

差さ

が
あ
る
中な

か

、
調

ち
ょ
う

節せ
つ

し
て
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
に
挑い

ど

ん
だ
。

　

他ほ
か

グ
ル
ー
プ
で
挙あ

げ
ら
れ

た
リ
ー
ダ
ー
像ぞ

う

に
つ
い
て
ヌ
エ

ス
さ
ん
は
「
女じ

ょ

性せ
い

や
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
に
含ふ

く

ま
れ
る
人ひ

と

も
多お

お

く
嬉う

れ

し
い
」
と
感か

ん

想そ
う

を
述の

べ

た
。
ヌ
エ
ス
さ
ん
は
保ほ

育い
く

園え
ん

か
ら
小

し
ょ
う

学が
く

６
年ね

ん

生せ
い

ま
で
の
７

年ね
ん

間か
ん

を
日に

本ほ
ん

で
過す

ご
し
、
デ

カ
セ
ギ
と
し
て
働は

た
ら
く
両

り
ょ
う

親し
ん

の

苦く

労ろ
う

を
ま
ざ
ま
ざ
と
見み

て
き

た
と
い
う
。

　

帰き

伯は
く

後ご

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

を
学ま

な

び
直な

お

す
な
ど
の
苦く

労ろ
う

し

た
。「
ブ
ラ
ジ
ル
で
大だ

い

学が
く

に
行い

け
た
の
が
奇き

跡せ
き

」
と
当と

う

時じ

を

振ふ

り
返か

え

る
。
両

り
ょ
う

親し
ん

や
自じ

分ぶ
ん

が

苦く

労ろ
う

し
た
経け

い

験け
ん

か
ら
「
日に

本ほ
ん

に
い
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
寄よ

り
添そ

え

る
実じ

つ

力り
ょ
くを
身み

に
つ
け
る
」
た

め
２
０
１
８
年ね

ん

か
ら
訪ほ

う

日に
ち

し
、
桜お

う

美び

林り
ん

大だ
い

学が
く

大だ
い

学が
く

院い
ん

で

言げ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

科か

の
日に

本ほ
ん

語ご

教
き
ょ
う

う
に
対た

い

面め
ん

で
の
議ぎ

論ろ
ん

で
は
制せ

い

限げ
ん

も
多お

お

く
、
規き

模ぼ

が
小ち

い

さ
い

も
の
に
な
る
」
と
説せ

つ

明め
い

す
る
。

　

３
日か

間か
ん

の
オ
ン
ラ
イ
ン
研け

ん

修し
ゅ
うを
終お

え
て
土つ

ち

橋は
し

諭さ
と
しフ
ェ
ル
ナ

ン
ド
さ
ん
（
三さ

ん

世せ
い

、
２
５
歳さ

い

）

は
、「
学が

っ

校こ
う

は
も
う
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし
た

の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
講こ

う

義ぎ

は
新し

ん

鮮せ
ん

。
他ほ

か

の
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

と
も

会あ

う
こ
と
が
で
き
て
楽た

の

し
か
っ

た
」
と
振ふ

り
返か

え
っ
た
。

　

土つ
ち

橋は
し

さ
ん
は
サ
ン
パ
ウ
ロ

州し
ゅ
う

立り
つ

総そ
う

合ご
う

大だ
い

学が
く

の
生せ

い

物ぶ
つ

工こ
う

学が
く

部ぶ

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

後ご

、
今こ

年と
し

春は
る

か
ら

京き
ょ
う

都と

大だ
い

学が
く

で
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
分ぶ

ん

野や

を
学ま

な

ぶ
た
め
に

留り
ゅ
う

学が
く

予よ

定て
い

だ
っ
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍か

に
よ
り
訪ほ

う

日に
ち

が
叶か

な

わ
ず

ブ
ラ
ジ
ル
で
待た

い

機き

し
て
い
る
。

そ
の
た
め
他ほ

か

の
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

と
交こ

う

流り
ゅ
うす
る
の
は
今こ

ん

回か
い

が
初は

じ

め
て

だ
と
い
う
。

（下
げ

）

　

最さ
い

終し
ゅ
う

日び

に
ク
リ
ー
ク
・
ア

ン
ド
・
リ
バ
ー
社し

ゃ

の
松
永
雄

さ
ん
が
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

と
し
て

世せ

界か
い

で
広ひ

ろ

く
普ふ

及き
ゅ
うさ
れ
る「
ア

ニ
メ
」
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
ポ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
を
紹

し
ょ
う

介か
い

。
日に

本ほ
ん

だ
け

で
な
く
海か

い

外が
い

人に
ん

気き

も
高た

か

い「
ワ

ン
ピ
ー
ス
」「
ナ
ル
ト
」「
鬼き

滅め
つ

の
刃や

い
ば」
な
ど
で
も
作さ

く

品ひ
ん

中
ち
ゅ
う

で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
描か

か
れ
て
い

る
そ
う
。
ス
ラ
イ
ド
に
並な

ら

べ

ら
れ
た
３
作さ

く

品ひ
ん

の
画が

像ぞ
う

か
ら

「
一ひ

と

目め

で
わ
か
る
こ
と
は
仲な

か

間ま

が
多お

お

い
こ
と
」
だ
と
解か

い

説せ
つ

。

　

今こ
ん

後ご

、
ビ
ジ
ネ
ス
で
は

「
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの
人ひ

と

や
よ
り
多お

お

く

の
人ひ

と

と
繋つ

な

が
り
な
が
ら
仕し

事ご
と

を
す
る
機き

会か
い

が
確か

く

実じ
つ

に
増ふ

え

て
い
く
」
と
い
う
。
現げ

ん

在ざ
い

、

松
永
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
立た

ち
上あ

げ
る
新し

ん

規き

事じ

業ぎ
ょ
うで

は
、
仮か

想そ
う

空く
う

間か
ん

で
世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

の
人ひ

と

が
瞬

し
ゅ
ん

時じ

に
繋つ

な

が
る
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作つ

く
っ
て
い
る
。

「
コ
ロ
ナ
禍か

で
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
た
よ

り
、
黒く

ろ

石い
し

が
書か

い
た
社し

ゃ

説せ
つ

原げ
ん

稿こ
う

は
い
っ
た
ん
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

の
検け

ん

閲え
つ

を
受う

け
た
上う

え

で
毎ま

い

週し
ゅ
う

掲け
い

載さ
い

さ
れ
た
の
で
、
両

り
ょ
う

者し
ゃ

の
関か

ん

係け
い

は
す
こ
ぶ
る
良

り
ょ
う

好こ
う

だ
っ
た
。

１
９
２
１
年ね

ん

３
月が

つ

２
５
日に

ち

付づ

け
社し

ゃ

説せ
つ

「
修

し
ゅ
う

養よ
う

大た
い

切せ
つ

の
時じ

期き

」

で
は
、「
在ざ

い

留り
ゅ
う

同ど
う

胞ほ
う

が
や
や

も
す
れ
ば
惰だ

弱じ
ゃ
くに
流な

が

れ
て
自じ

己こ

修し
ゅ
う

養よ
う

を
怠

お
こ
た

っ
て
い
る
の
を

見み

る
の
だ
が
、
こ
ん
な
こ
と
で

は
到と

う

底て
い

第だ
い

一い
ち

流り
ゅ
うの
民み

ん

族ぞ
く

と
し

て
世せ

界か
い

に
雄ゆ

う

飛ひ

す
る
こ
と
は

覚お
ぼ

束つ
か

な
い
。（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）
在ざ

い

伯は
く

の

同ど
う

胞ほ
う

た
ち
が
、
物ぶ

っ

質し
つ

だ
け
に

走は
し

り
、
飲い

ん

酒し
ゅ

に
浸ひ

た

り
、
色い

ろ

に

溺お
ぼ

れ
て
酔す

い

生せ
い

夢む

死し

す
る
よ
う

で
は
、
日に

本ほ
ん

民み
ん

族ぞ
く

の
海か

い

外が
い

発は
っ

展て
ん

は
全ま

っ
た
く
こ
こ
に
生せ

い

命め
い

を
失

う
し
な

う
こ
と
に
な
る
の
を
悟さ

と

る
べ
き

で
あ
る
」
な
ど
道ど

う

徳と
く

的て
き

に
諭さ

と

し
て
い
る
の
は
そ
の
一い

ち

例れ
い

だ
。

　

清き
よ

谷た
に

益ま
す

次じ

は
「
全ぜ

ん

般ぱ
ん

的て
き

に

知ち

識し
き

水す
い

準じ
ゅ
んの
低ひ

く

か
っ
た
移い

民み
ん

た
ち
か
ら
は
ほ
ど
良よ

い
指し

導ど
う

的て
き

な
内な

い

容よ
う

を
持も

つ
も
の
と
し

て
歓か

ん

迎げ
い

さ
れ
、
尊そ

ん

敬け
い

さ
れ
る

と
い
う
こ
と
も
生し

ょ
う
じ
て
い
た
。

層そ
う

の
厚あ

つ

い
支し

持じ

者し
ゃ

、
フ
ァ
ン
を

常つ
ね

に
持も

っ
て
い
た
の
は
、
あ
な

が
ち
移い

民み
ん

の
総そ

う

元も
と

締じ

め
的て

き

存そ
ん

在ざ
い

の
海か

い

興こ
う

や
出で

先さ
き

官か
ん

憲け
ん

の
影か

げ

を
時じ

報ほ
う

の
背は

い

後ご

に
み
た
か
ら

ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
と
思お

も

わ

れ
る
。
移い

民み
ん

た
ち
に
は
教

き
ょ
う

訓く
ん

調ち
ょ
う、
修

し
ゅ
う

身し
ん

型が
た

に
弱よ

わ

い
習

し
ゅ
う

性せ
い

も

あ
っ
た
の
だ
っ
た
」 

と
分ぶ

ん

析せ
き

し

て
い
る
。（
敬け

い

称し
ょ
う

略り
ゃ
く、つ
づ
く
、

深ふ
か

沢さ
わ

正ま
さ

雪ゆ
き

記き

者し
ゃ

）

　大
だ い

サンパウロ都
と

市
し

圏
け ん

以
い

外
が い

の地
ち

域
い き

の本
ほ ん

紙
し

配
は い

達
た つ

を委
い

任
に ん

してきたトランスフ
ォーリャ社

し ゃ

が、１０月
が つ

１日
た ち

から契
け い

約
や く

を解
か い

消
しょう

すると通
つ う

告
こ く

してきた。大
だ い

サンパ
ウロ都

と

市
し

圏
け ん

の多
お お

くは、本
ほ ん

紙
し

のモトケイロが直
ちょく

接
せ つ

に配
は い

達
た つ

しているので変
へ ん

更
こ う

なし。
　ただし、トランスフォーリャ社

し ゃ

が担
た ん

当
と う

してきた地
ち

域
い き

は、来
ら い

週
しゅう

後
こ う

半
は ん

から郵
ゆ う

便
び ん

に切
き

り替
か

わる。郵
ゆ う

便
び ん

局
きょく

のストライキは２１日
に ち

にようやく終
お

わった。ただ
し２１日

に ち

まで１カ月
げ つ

にわたってストライキをしてきたので、その分
ぶ ん

の配
は い

達
た つ

がたまっており、正
せ い

常
じょう

化
か

するまで時
じ

間
か ん

がかかりそうだ。
　コンピューターやタブレットを使

つ か

っている人
ひ と

には、ＰＤＦ版
ば ん

の購
こ う

読
ど く

に切
き

り替
か

えることをお勧
す す

めする。ＰＤＦ版
ば ん

はコンピューターの画
が

面
め ん

上
じょう

で、印
い ん

刷
さ つ

版
ば ん

と同
お な

じ紙
し

面
め ん

を見
み

ることができる上
う え

、値
ね

段
だ ん

が安
や す

い。印
い ん

刷
さ つ

版
ば ん

の半
は ん

年
と し

間
か ん

の購
こ う

読
ど く

料
りょう

は４５０レアルだが、ＰＤＦ版
ば ん

は２７０レアルになっている。しか
も、ＰＤＦ版

ば ん

は発
は っ

行
こ う

日
び

の前
ぜ ん

日
じ つ

の晩
ば ん

８時
じ

ごろにはコンピューターからアク
セスできる。問

と

い合
あ

わせはＥメール（koudoku@nikkeyshimbun.jp ）まで。
　コンピューターを使

つ か

わない人
ひ と

も、タブレットは６００レアル前
ぜ ん

後
ご

で、ロ
ージャス・アメリカーナス（https://www.americanas.com.br/busca/
tablet-tela-10）などで販

は ん

売
ば い

されている。画
が

面
め ん

の大
お お

きさは１０インチ（po-
legadas）以

い

上
じょう

がお勧
す す

めだ。これに加
く わ

えて、各
か く

自
じ

インターネットの契
け い

約
や く

が
必
ひ つ

要
よ う

になる。
　インターネットの契

け い

約
や く

では「Banda larga popular」（https://www.
vivo.com.br/para-voce/produtos-e-servicos/para-casa/internet/ban 
da-larga-popular）がお勧

す す

めだ。これだと月
つ き

５０レアル程
て い

度
ど

で、最
さ い

低
て い

限
げ ん

のブロードバンドができる。

カ
な
こ
と
も
や
っ
た
」
と
昔

む
か
し

を
懐な

つ

か
し
む
。
植

し
ょ
く

物ぶ
つ

に
含ふ

く

ま

れ
る
体か

ら
だ
に
良よ

い
成せ

い

分ぶ
ん

を
人じ

ん

工こ
う

的て
き

に
作つ

く

る
研け

ん

究き
ゅ
うに
興

き
ょ
う

味み

が
あ
り

「
そ
れ
に
よ
り
治ち

療り
ょ
うや
薬く

す
り
を

よ
り
安あ

ん

価か

に
し
、
多お

お

く
の
人ひ

と

に
行ゆ

き
渡わ

た

る
こ
と
が
で
き
な
い

か
」
と
目も

く

標ひ
ょ
うを
抱だ

き
、
こ
の

事じ

業ぎ
ょ
うに
応お

う

募ぼ

し
た
。

　

宮み
や

部べ

さ
ん
は
３
日か

間か
ん

の
研け

ん

修し
ゅ
うを
通つ

う

じ
「
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

へ
の

理り

解か
い

や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

考か
ん
がえ
る
こ
と
は
、
私わ

た
し
た
ち
自じ

身し
ん

に
行こ

う

動ど
う

を
促う

な
が
す
も
の
だ
っ

た
感か

ん

じ
ま
し
た
」
と
３
日か

間か
ん

を
振ふ

り
か
え
っ
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
本ほ

ん

部ぶ

の
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

部ぶ

移い

住じ
ゅ
う・
計け

い

画か
く

課か

の
藤ふ

じ

井い

寛ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
は
「
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

や
そ
の
世せ

代だ
い

間か
ん

を
つ
な

ぐ
こ
と
、
遠と

お

く
は
な
れ
た
人ひ

と

を
繋つ

な

ぐ
こ
と
を
、
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の

皆み
な

さ
ん
に
期き

待た
い

し
て
い
ま
す
」

と
語か

た
っ
た
。

　

多た

様よ
う

な
価か

値ち

観か
ん

を
持も

つ
人ひ

と

の
中な

か

で
、
多た

言げ
ん

語ご

を
道ど

う

具ぐ

の

よ
う
に
使つ

か

い
こ
な
し
な
が
ら
、

い
か
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発は

っ

揮き

す
る
か
が
、
新し

ん

時じ

代だ
い

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

リ
ー
ダ
ー
に
は
求も

と

め
ら

れ
て
い
る
よ
う
だ
。



Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情

必
要
」
と
当
初
は
想
定
し
て

い
た
同
社
長
だ
が
、
現
時
点

で
は
、
新
た
な
障
害
が
発
生

し
な
い
限
り
、
２
０
２
２
年

か
ら
２
０
２
３
年
に
は
回
復

す
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

傾
向
に
対
す
る
リ
ス
ク
要
因

と
は
何
だ
ろ
う
か
？　

同
社

長
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
新

た
な
波
が
そ
の
ひ
と
つ
に
な

る
だ
ろ
う
、
と
話
す
。
他
に

も
、
結
果
と
し
て
自
動
車
や

ト
ラ
ッ
ク
の
需
要
に
影
響
す

る
の
が
経
済
活
動
に
水
を
差

す
よ
う
な
状
況
、す
な
わ
ち
、

ブ
ラ
ジ
ル
が
投
資
に
魅
力
的

な
環
境
を
整
備
す
る
の
に
必

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
で
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
と
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
Ｐ
Ｃ
の
販
売
が
４
０
％
以
上
拡
大
し
た
。
し
か
し
依
然
、
２
１
５
０
万
台

の
需
要
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
２
０
４
０
万
台
（
９
５
％
）
が
、
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
需

要
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
Ｇ
ｆ
Ｋ
が
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
４
Ｅ
と
共

同
で
小
売
販
売
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
、
明
ら
か
に
し
た
。

在
宅
勤
務
、
学
習
へ
の
シ
フ
ト
で

し
て
き
た
。

　

６
月
末
か
ら
７
月
初
旬
に

か
け
て
受
注
が
大
き
く
伸
び

た
こ
と
で
、
予
想
を
上
回
っ

て
急
速
に
回
復
し
て
い
る
と

い
う
確
証
を
得
た
と
、
同
社

長
は
受
け
止
め
る
。「
自
動

車
業
界
が
２
０
１
９
年
の
水

準
に
回
復
す
る
に
は
５
年
が

　

ホ
イ
ー
ル
・
メ
ー
カ
ー
の

イ
オ
シ
ペ
・
マ
キ
シ
オ
ン
の

マ
ル
コ
ス
・
デ
・
オ
リ
ヴ
ェ

イ
ラ
社
長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
始
ま
っ
て
か
ら
、
世
界
の

３
２
カ
所
に
保
有
す
る
同
グ

ル
ー
プ
の
各
工
場
に
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
動
向
を
注
視

投
資
へ
の
魅
力
的
な
環
境
整
備
も
課
題

期
（
１
０
―
１
２
月
期
）
が

異
な
る
の
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
フ

ラ
イ
デ
ー
商
戦
の
存
在
だ
。

よ
り
潤
沢
な
信
用
供
与
と
、

よ
り
長
期
の
割
賦
販
売
が
提

供
す
る
こ
の
商
戦
で
、
所
得

が
わ
ず
か
で
、
慎
重
な
消
費

者
の
購
買
意
欲
を
掻
き
立
て

る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
。

　

中
国
国
内
の
コ
ン
ポ
ー
ネ

ン
ト
工
場
が
操
業
を
休
止
し

マルコス・デ・オリヴェ
イラ氏

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
イ
メ
ー
ジ

２
０
２
４
年
ま
で
売
上
伸
び
る
？

ず
、
連
邦
政
府
統
合
管
理
シ

ス
テ
ム
（
Ｓ
ｉ
ａ
ｆ
ｉ
）
の

暫
定
集
計
に
基
づ
く
と
、
連

邦
収
税
局
へ
の
納
付
額
（
年

金
に
対
す
る
雇
用
主
負
担
は

除
く
）
は
２
０
２
０
年
８

月
、
名
目
額
で
前
年
同
月
を

６
％
下
回
っ
た
。
た
だ
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発
生
し
て
以

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
受
け

て
、
在
宅
勤
務
、
在
宅
学
習

へ
と
シ
フ
ト
し
た
こ
と
を
受

け
、
旧
式
の
Ｐ
Ｃ
の
買
い
替

え
需
要
と
、
家
族
に
行
き

渡
る
台
数
を
確
保
す
る
た
め

の
需
要
、
最
初
の
Ｐ
Ｃ
を
購

入
す
る
人
の
需
要
を
推
計
し

た
。「
具
体
的
に
は
、
Ｃ
ク

ラ
ス
と
Ｄ
ク
ラ
ス
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
代
替
と
し
て
、

初
め
て
の
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク

を
購
入
す
る
需
要
が
あ
る
の

と
、
Ａ
ク
ラ
ス
と
Ｂ
ク
ラ
ス

が
、
自
宅
の
Ｐ
Ｃ
の
台
数
を

引
き
上
げ
る
需
要
が
あ
る
」

と
い
う
。

１
９
年
の
水
準
へ
の
回
復
は
３
年
後

企
業
が
投
入
財
不
足
で
苦
慮

と
回
答
し
た
。
７
月
上
旬
の

３
８
・
６
％
、
７
月
下
旬
の

４
５
・
４
％
を
上
回
り
、
状

況
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。

　

企
業
を
対
象
に
し
た
構
造

及
び
専
門
分
野
調
査
の
ア
レ

サ
ン
ド
ロ
・
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
調

査
主
任
に
よ
る
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
で
生
産
活
動
が
停
止

し
た
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な

業
界
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

が
打
撃
を
受
け
た
と
い
う
。

こ
の
た
め
、
製
品
と
投
入
財

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
如
実
に

パンデミックで高需要が続く
（３） ２０２０（令和二）年第５５７７号  ９月 ２３日 （水曜日）

よ
う
に
変
化
し
て
い
る
と
い

う
。

　

例
え
ば
、
ト
ラ
ッ
ク
・
セ

グ
メ
ン
ト
で
は
、
組
み
立
て

ラ
イ
ン
の
稼
働
ペ
ー
ス
は

既
に
、
予
想
を
上
回
る
回
復

を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
だ

が
、
自
働
車
産
業
全
体
と
し

て
み
る
と
、
業
界
の
経
営
陣

は
、
第
２
四
半
期
（
４
―
６

月
期
）
に
生
産
が
前
年
同
期

比
８
２
％
減
を
記
録
し
た
と

受
け
止
め
て
い
る
。
Ｉ
Ｈ
Ｓ

マ
ー
ク
イ
ッ
ト
の
見
通
し
に

基
づ
け
ば
、
第
３
四
半
期
は

落
ち
込
み
が
２
５
％
減
ま
で

縮
小
し
、
第
４
四
半
期
は
さ

要
な
努
力
を
怠
っ
た
場
合
な

ど
も
こ
れ
に
相
当
す
る
。

　

オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
社
長
は
ま

た
、
税
制
改
革
も
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
。「
な

ぜ
な
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
そ
れ

を
必
要
と
し
て
い
る
か
ら

だ
。
同
様
に
、
イ
ン
フ
ラ
工

事
に
対
し
て
、
民
間
資
本
を

ブ
ラ
ジ
ル
が
呼
び
込
む
た
め

の
絶
好
の
機
会
を
逃
さ
な
い

こ
と
も
必
要
だ
」
と
指
摘
し

た
。

　

同
社
長
に
よ
る
と
、
イ
オ

シ
ペ
・
マ
キ
シ
オ
ン
が
世
界

各
地
で
操
業
し
て
い
る
工
場

の
設
備
稼
働
率
は
、
毎
週
の

自動車業界

た
後
、
国
内
で
は
コ
ロ
ナ
に

よ
り
需
要
が
急
伸
し
た
。
国

内
Ｐ
Ｃ
業
界
は
７
月
か
ら
回

復
軌
道
に
乗
り
始
め
、
新
た

な
需
要
へ
の
対
応
を
進
め
て

い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
電
気
電
子

工
業
協
会（
Ａ
ｂ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
）

に
よ
る
と
、
同
協
会
が
聞
き

取
り
を
実
施
し
た
５
０
社
の

う
ち
７
０
％
が
、
中
国
で
製

造
さ
れ
る
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

な
ど
投
入
財
の
供
給
に
問
題

が
発
生
し
た
と
回
答
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

の
値
上
が
り
圧
力
も
受
け
て

お
り
、
こ
れ
が
製
品
価
格

を
直
接
的
に
引
き
上
げ
て

い
る
。
Ａ
ｂ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
に

よ
る
と
、
値
上
が
り
圧
力

　

ド
イ
ツ
で
９
月
２
週
に
ア

フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
の
感
染
が

確
認
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

ブ
ラ
ジ
ル
が
同
国
産
豚
肉
の

輸
入
を
禁
止
し
た
。
農
務
省

の
オ
ル
ラ
ン
ド
・
リ
ベ
イ
ロ

貿
易
国
際
関
係
局
長
の
話
と

し
て
、
バ
ロ
ー
ル
紙
が
報
じ

た
後
、
輸
入
禁
止
措
置
を
発

表
し
た
。

　

農
務
省
に
よ
る
と
、
今
回

の
決
定
は
同
国
で
イ
ノ
シ
シ

が
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
に
感

染
し
て
死
亡
し
た
こ
と
が
１

件
確
認
さ
れ
た
た
め
。
ブ
ラ

ジ
ル
は
現
在
、
ド
イ
ツ
国
内

の
食
肉
処
理
場
に
お
け
る
バ

イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

の
詳
細
に
つ
い
て
同
国
に
照

会
中
。
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
政

府
は
ド
イ
ツ
政
府
に
対
し

て
、
１
１
日
の
時
点
で
輸
入

禁
止
措
置
に
つ
い
て
通
知
済

み
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
が
ド
イ
ツ
か
ら

輸
入
し
て
い
る
豚
肉
は
、
数

の
供
給
の
再
開
は
、
現
時
点

で
、
経
済
活
動
を
急
速
に
再

開
さ
せ
る
の
に
は
不
十
分
な

状
況
だ
と
い
う
。

　

ま
た
、
３
２
０
万
社
の
う

ち
３
８
・
６
％
が
、
８
月
上

旬
の
時
点
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
よ
り
、
業
績
に
何
ら
か
の

悪
影
響
が
生
じ
た
と
回
答
し

た
。
こ
れ
は
、
７
月
下
旬
の

３
７
・
５
％
を
上
回
る
水
準

だ
っ
た
。今
回
の
調
査
で
は
、

建
設
会
社
の
４
７
・
９
％
が

影
響
を
受
け
た
と
回
答
し
て

お
り
、
こ
の
業
界
が
最
も
大

き
な
打
撃
を
受
け
た
。
こ

の
結
果
は
、
こ
れ
ま
で
最

も
強
い
影
響
を
受
け
た
と

さ
れ
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
会

社
（
４
１
・９
％
）
を
上
回
っ

　

社
会
統
合
基
金（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
）

及
び
社
会
保
険
融
資
納
付
金

（
Ｃ
ｏ
ｆ
ｉ
ｎ
ｓ
）
が
当
月

分
及
び
納
付
期
日
延
期
分
が

計
上
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ド
イ
ツ
産
豚
肉
輸
入
を
禁
止

豚
コ
レ
ラ
の
感
染
確
認
に
よ
り

量
的
に
も
わ
ず
か
だ
。
１

月
か
ら
８
月
に
か
け
て
ド

イ
ツ
か
ら
輸
入
し
た
豚
肉

は
合
計
１
８
０
０
ト
ン
で
、

１
６
８
０
万
ド
ル
だ
っ
だ
。

　

ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
は

２
０
１
８
年
か
ら
、
中
国
を

中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
と
、
東

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
猛
威
を
振

る
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
フ

リ
カ
豚
コ
レ
ラ
に
よ
る
国
内

の
生
産
激
減
を
受
け
て
、
中

国
が
輸
入
を
拡
大
し
て
お

ら
に
３
％
減
か
ら
５
％
減
程

度
に
落
ち
着
く
と
同
社
長
は

話
す
。

　

北
米
お
よ
び
欧
州
の

ニ
ュ
ー
ス
も
、
第
３
四
半
期

に
関
し
て
は
も
は
や
悲
観
的

で
は
な
く
、
前
年
同
期
比

５
％
減
か
ら
１
０
％
減
の
間

に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
（
１
５
日
付
掲
載
）

り
、
ブ
ラ
ジ
ル
産
の
牛
肉
と

豚
肉
、
鶏
肉
に
お
い
て
は
、

中
国
が
主
要
輸
出
先
国
と

な
っ
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
産
豚
肉
の
輸
入
禁

止
措
置
は
外
に
、
中
国
と
韓

国
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
導
入

し
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
動
物
蛋
白
協
会

（
Ａ
Ｂ
Ｐ
Ａ
）
は
、
ド
イ
ツ

で
の
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
の

発
生
確
認
を
残
念
な
出
来
事

と
し
つ
つ
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
に

と
っ
て
は
追
い
風
に
な
る
と

い
う
見
方
も
示
し
た
。

　
　
　
　
（
１
５
日
付
掲
載
）

　

Ｇ
ｆ
Ｋ
に
よ
る
と
、
ノ
ー

ト
Ｐ
Ｃ
と
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
Ｐ

Ｃ
の
販
売
曲
線
が
、
２
０
２ 

４
年
ま
で
、
過
去
５
年
間
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
記
録
し

た
販
売
曲
線
と
類
似
し
た
伸

び
を
記
録
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
。
ブ
ラ
ジ
ル
地

理
統
計
資
料
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ

Ｅ
）
が
計
測
・
発
表
し
た
最

新
の
２
０
１
８
年
の
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
国
内
の
家
庭
の

７
９
％
、
５
６
７
０
万
戸
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
確
保
し
て
い
た
。
こ

の
う
ち
、
９
９
・
２
％
が
携

帯
電
話
を
利
用
し
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ク
セ
ス
で
、

４
８
・
１
％
が
Ｐ
Ｃ
に
よ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ク
セ

ス
だ
っ
た
。

　

潜
在
需
要
に
対
応
で
き
る

か
ど
う
か
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
危
機
下
で
販
売
を
刺
激
す

る
小
売
業
界
の
販
売
力
に
か

か
っ
て
い
る
。「
第
４
四
半

料
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
の
企
業

活
力
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　

３
２
０
万
社
を
対
象
に
実

施
し
た
今
回
の
調
査
結
果
に

よ
る
と
、
４
７
・
６
％
の
企

業
が
８
月
上
旬
の
時
点
で
、

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
へ
の
ア
ク
セ

ス
に
障
害
が
発
生
し
て
い
る

　

緩
や
か
に
経
済
活
動
が
再

開
す
る
中
、
次
第
に
難
し
く

な
っ
て
い
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
ほ
か
、
投

入
財
と
製
品
の
不
足
、物
流
、

運
転
資
本
と
い
っ
た
問
題
が

深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
に
企

業
が
不
満
を
募
ら
せ
て
い

る
。
ブ
ラ
ジ
ル
地
理
統
計
資

　

１
５
日
に
実
施
さ
れ
た
債

権
者
総
会
で
、
ク
ル
ト
ゥ
ー

ラ
書
店
が
提
出
し
た
新
た
な

民
事
再
生
計
画
を
債
権
者
の

一
部
が
拒
否
し
た
こ
と
で
、

民
事
再
生
計
画
を
推
進
す
る

か
、
破
産
に
か
じ
を
切
る
の

か
、
裁
判
所
が
判
断
を
下
す

こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
社
の
「
第
４
ク
ラ
ス
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
債
権
者

の
過
半
数
は
小
規
模
の
出
版

社
で
、
ク
ル
ト
ゥ
ー
ラ
書
店

に
対
す
る
債
務
額
も
、
相

対
的
に
わ
ず
か
な
状
況
だ

が
、
１
４
日
の
会
議
で
提
示

さ
れ
た
民
事
再
生
計
画
の
附

属
書
の
受
け
入
れ
を
拒
否
し

た
。
こ
の
ク
ラ
ス
の
４
５
の

債
権
者
の
内
２
４
の
債
権
者

が
拒
否
し
た
も
の
で
、「
第

１
ク
ラ
ス
」
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
大
口
の
債
権
者
で
は
、

９
５
％
が
賛
成
し
た
の
と
対

照
的
な
結
果
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
ク
ル

ト
ゥ
ー
ラ
書
店
が
民
事
再
生

計
画
を
推
進
す
る
か
ど
う
か

は
、マ
ル
セ
ー
ロ
・
バ
ル
ボ
ー

ザ
・
サ
ク
ラ
モ
ン
テ
裁
判
官

の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
今
回
の
計
画

は
第
４
ク
ラ
ス
で
否
決
さ
れ

た
が
、
裁
判
所
が
推
進
を
認

め
る
場
合
、
当
該
債
権
者
ら

も
推
進
の
受
け
入
れ
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
。

　

一
方
、
民
事
再
生
計
画

の
推
進
を
認
め
な
い
場
合
、

２
０
１
９
年
に
承
認
さ
れ
た

民
事
再
生
計
画
の
合
意
が
有

効
と
な
る
。
た
だ
、
こ
の
場

合
は
、
そ
の
当
時
に
定
め
ら

れ
た
期
日
及
び
条
件
の
履
行

が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
す
で

に
ク
ル
ト
ゥ
ー
ラ
書
店
側
は

こ
の
条
件
の
履
行
が
困
難
と

主
張
し
て
お
り
、
不
履
行
と

な
っ
た
場
合
に
は
破
産
が
宣

告
さ
れ
る
。

　
　
　
　
（
１
６
日
付
掲
載
）

８
月
歳
入
が
前
年
同
月
比
６
％
減

落
ち
込
み
は
徐
々
に
軽
減
も

ノート
P Ｃ

た
。
損
失
が
広
っ
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
も
う
ひ
と
つ

の
業
種
が
商
業
で
、
今
回
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
影
響
し
て

い
る
と
回
答
し
た
企
業
は

４
６
・４
％
を
記
録
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
上
半
期

は
、
１
０
社
中
９
社
が
雇

用
を
維
持
し
た
が
、
調
査

対
象
と
な
っ
た
１
週
間
に
、

２
７
万
７
千
社
が
こ
れ
以
前

の
１
５
日
間
と
比
較
し
て
雇

用
を
削
減
し
た
。
し
か
も
、

こ
の
雇
用
を
削
減
し
た
企
業

の
５
２
・
６
％
が
２
５
％
に

達
す
る
人
員
削
減
だ
っ
た
。

反
対
に
、
３
２
０
万
社
の
う

ち
８
６
・
４
％
が
雇
用
を
維

持
し
た
。（
１
６
日
付
掲
載
）

降
の
落
ち
込
み
と
し
て
は
最

低
だ
っ
た
。
確
定
デ
ー
タ
は

９
月
末
に
発
表
さ
れ
る
予
定

だ
。

　

８
月
の
場
合
、
期
日
を
先

送
り
し
て
い
た
企
業
は
、
４

月
と
７
月
を
決
算
対
象
月
と

す
る
Ｐ
Ｉ
Ｓ
及
び
Ｃ
ｏ
ｆ
ｉ

ｎ
ｓ
、
雇
用
主
負
担
を
支
払

う
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
受
け

て
、
連
邦
政
府
は
４
月
と
５

月
、
６
月
を
決
算
対
象
月
と

す
る
こ
れ
ら
の
賦
課
金
の
納

付
期
日
を
先
送
り
し
て
い

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
４
月
を
決

算
対
象
月
と
す
る
賦
課
金
の

納
付
期
日
は
８
月
に
、
続
く

２
カ
月
も
そ
れ
ぞ
れ
、
期
日

を
３
カ
月
先
送
り
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
８
月
の
雇
用
主

負
担
の
納
付
額
は
、
現
時
点

で
は
暫
定
集
計
額
も
未
発
表

だ
。

　

連
邦
収
税
局
に
納
付
さ
れ

る
連
邦
税
（
雇
用
主
負
担
を

除
く
）
は
、
８
月
に
約
６
９ 

０
億
レ
ア
ル
だ
っ
た
。
前
年

同
月
は
、７
３
５
億
レ
ア
ル
。

こ
の
金
額
は
税
額
還
付
及
び

「
風
力
発
電
が
最
も
低
コ
ス
ト
」

Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
が
レ
ポ
ー
ト
で
結
論

減
税
を
清
算
し
た
も
の
で
、

国
庫
財
務
局
の
集
計
と
同
じ

基
準
を
採
用
し
て
お
り
、
総

額
を
発
表
す
る
連
邦
収
税
局

の
も
の
と
は
基
準
が
異
な

る
。

　

今
回
発
表
さ
れ
た
暫
定
集

計
に
基
づ
く
と
、
８
月
の
Ｃ

ｏ
ｆ
ｉ
ｎ
ｓ
納
付
額
は
前

年
同
月
比
で
２
２
％
増
加
し

た
。
前
月
と
比
較
し
て
も
、

名
目
額
で
は
４
４
％
増
だ
っ

た
。

　

た
だ
し
、
こ
の
金
額
に
は

期
日
が
８
月
に
延
期
さ
れ
た

４
月
を
決
算
対
象
月
と
す
る

納
付
分
も
含
ま
れ
る
。
こ
の

た
め
、
今
回
の
暫
定
集
計
か

ら
は
、
８
月
の
納
付
で
ど
の

程
度
の
履
行
遅
滞
が
あ
っ
た

の
か
を
推
計
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
言
い
換
え
る
と
、

ど
れ
だ
け
の
企
業
が
４
月
分

の
納
付
に
対
し
て
履
行
遅
滞

に
な
っ
た
の
か
は
判
明
せ

ず
、
こ
れ
を
把
握
で
き
る
の

は
連
邦
収
税
局
の
み
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
１
５
日
付
掲
載
）

電
力
監
督
庁（
Ａ
ｎ
ｅ
ｅ
ｌ
）

の
依
頼
で
実
施
し
た
調
査
レ

ポ
ー
ト
の
中
で
、
電
力
取
引

会
議
所
（
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
）
が
結

論
付
け
た
。

　

定
常
的
契
約
環
境
（
Ａ
Ｃ

Ｒ
）
で
す
で
に
稼
働
し
て
い

る
発
電
事
業
で
、
２
０
１
５

年
か
ら
２
０
１
９
年
の
５
年

間
の
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て

い
る
も
の
を
対
象
に
し
た
。

今
回
の
調
査
に
基
づ
く
と
、

２
０
１
９
年
に
風
力
発
電
は

１
Ｍ
ワ
ッ
ト
当
た
り
１
９
５

レ
ア
ル
の
コ
ス
ト
だ
っ
た
。

こ
れ
に
次
い
で
コ
ス
ト
安

だ
っ
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で

も
２
４
６
レ
ア
ル
、
Ｐ
Ｃ
Ｈ

は
２
８
０
レ
ア
ル
、
太
陽
光

は
さ
ら
に
高
く
３
２
１
レ
ア

ル
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ

た
理
由
に
つ
い
て
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｅ

は
、
太
陽
光
発
電
分
野
の
投

資
家
の
巨
額
の
投
資
、
更
に

Ｐ
Ｃ
Ｈ
で
は
ア
ブ
ラ
ジ
ェ
ル

の
投
資
が
影
響
し
た
と
説
明

し
て
い
る
。
Ａ
ｎ
ｅ
ｅ
ｌ
と

の
協
議
で
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
は
、
実

際
の
コ
ス
ト
を
算
出
す
る
こ

と
が
極
め
て
難
し
い
と
説

明
。
こ
の
た
め
、
新
た
な
パ

ラ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
電
力

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
の
価
格
だ

け
で
な
く
、
事
業
者
の
予
算

（
設
備
費
や
土
地
代
、
そ
の

他
）
も
考
慮
し
た
。

　
　
　
　
　
（
１
４
日
掲
載
）

ＧＤＰは４・７％
減のまま

経済省が見直しを維持

の
で
、
７
月
の
発
表
時
と
同

様
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
更
生
と

な
っ
た
。

　

一
方
、
２
０
２
０
年
の
拡

大
消
費
者
物
価
指
数
（
Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ａ
）
は
１
・
８
３
％
増
と

予
想
し
て
お
り
、前
回
の
１
・

６
０
％
増
か
ら
上
方
修
正
を

加
え
た
。
２
０
２
１
年
の
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ａ
は
、
２
・
９
４
％
増

と
予
想
し
て
い
る
。

　

同
じ
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
地
理

統
計
資
料
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）

が
計
測
す
る
全
国
消
費
者
物

価
指
数
（
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
は
、

７
月
の
予
測
が
２
０
２
０

年
に
２
・
０
９
％
増
だ
っ
た

の
に
対
し
て
、
今
回
は
２
・

３
５
％
増
に
引
き
上
げ
た
。

２
０
２
１
年
の
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は

３
・
０
８
％
増
と
予
想
し
て

い
る
。

　

ゼ
ツ
リ
オ
・
バ
ル
ガ
ス
財

団
（
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）
が
計
測
す

る
国
内
向
け
総
合
物
価
指

数
（
Ｉ
Ｇ
Ｐ
―
Ｄ
Ｉ
）
は
、

２
０
２
０
年
を
１
３
・
０
２ 

％
増
と
予
想
し
て
お
り
、
７

月
の
６
・
６
８
％
増
か
ら
大

幅
な
上
方
修
正
と
な
っ
た
。

２
０
２
１
年
の
Ｉ
Ｇ
Ｐ
―
Ｄ

Ｉ
に
つ
い
て
は
、
４
・
１
８ 

　

風
力
発
電
が
、
太
陽
光
発

電
と
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
さ

ら
に
小
規
模
セ
ン
ト
ラ
ル
方

式
水
力
発
電
（
Ｐ
Ｃ
Ｈ
）
ま

で
含
め
た
と
し
て
も
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は

最
も
低
コ
ス
ト
だ
と
、
国
家

％
増
と
予
想
し
て
い
る
。

　

経
済
省
の
ア
ド
ル
フ
ォ
・

サ
ク
シ
ダ
経
済
政
策
局
長

は
１
５
日
、
経
済
活
動
の
回

復
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
、
驚
く

よ
う
な
速
度
と
コ
メ
ン
ト
。

様
々
な
指
標
か
ら
Ｖ
字
回
復

し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て

　

経
済
省
が
、
２
０
２
０
年

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
に
関
し

て
、
従
来
の
４
・
７
％
減
と

い
う
見
方
を
維
持
し
た
。
経

済
省
経
済
政
策
局
（
Ｓ
Ｐ

Ｅ
）
が
計
算
、
発
表
し
た
も

再建可否の判断は裁判所へ
債権者の一部の計画拒否で

クルトゥーラ書店

の
要
因
と
し
て
主
な
も
の
は

ド
ル
高
（
７
０
％
）
と
、
国

外
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
値

上
げ
（
６
７
％
）、
国
内
の

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
値
上
げ

（
６
０
％
）、
さ
ら
に
海
上
及

び
航
空
輸
送
コ
ス
ト
の
値
上

が
り
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
の
結
果
、
ノ
ー
ト
の
小

売
価
格
は
４
月
か
ら
６
月

に
か
け
て
１
１
％
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
小
売
価
格
は

１
８
％
値
上
が
り
し
た
。
た

だ
し
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
Ｐ
Ｃ

の
小
売
価
格
は
同
じ
期
間
に

７
％
値
下
が
り
し
た
。

　
　
　
　

(

１
１
日
付
掲
載)

い
る
と
い
う
認
識
を
示
し

た
。　
　
（
１
５
日
付
掲
載
）
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伊
那　

宏 

選

　
　
　
　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　

須
賀
吐
句
志

春
愁
や
よ
く
似
た
癖
が
我
が
子
に
も

春
愁
や
日
本
語
使
は
ぬ
孫
ば
か
り

物
忘
れ
だ
け
が
良
く
な
り
山
笑
ふ

ネ
ク
タ
イ
の
似
合
ふ
青
年
風
光
る

夢
語
る
若
き
二
人
に
風
光
る

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

広
田
　
ユ
キ

余
生
な
ほ
ブ
ラ
ジ
ル
大
地
種
を
蒔
く

〔〈
種
を
蒔
く
〉
と
は
土
に
播
種
す
る
と
い
う
物
理
的
な
意

味
合
い
と
、
希
望
の
種
を
蒔
く
と
い
う
よ
う
な
場
合
の
抽

象
的
な
意
味
合
い
が
あ
る
。
本
句
は
明
ら
か
に
後
者
に
属

し
、
第
二
の
故
郷
た
る
こ
の
国
に
生
き
、
老
い
て
な
お
何

か
意
義
あ
る
も
の
に
取
り
組
も
う
と
前
向
き
に
な
っ
て
い

る
姿
を
詠
ん
で
い
る
。
過
去
多
く
の
類
似
句
が
生
れ
て
き

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
こ
う
い
っ
た
強
い
思
い

は
説
得
力
を
持
つ
〕

移
民
せ
し
こ
と
に
悔
な
し
イ
ペ
ー
咲
く

山
笑
ふ
日
々
に
増
し
ゆ
く
物
忘
れ

す
れ
違
ふ
鞦
韆
に
恋
生
ま
れ
た
る

鞦
韆
を
天
ま
で
漕
い
で
反
抗
期

ラ
ー
ジ
ェ
ス　
　
　
　
　
　
　

小
松
　
八
景

病
み
上
が
り
春
光
浴
び
る
昼
下
り

春
光
に
丘
の
牧
場
草
千
里

池
の
岸
青
葉
に
吊
る
る
蝌
蚪
の
紐

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

平
間
　
浩
二

春
愁
ふ
老
に
難
し
ス
マ
ホ
か
な

〔
私
た
ち
日
本
人
が
外
国
に
住
ん
で
、
そ
の
国
の
言
語
だ

け
が
組
み
込
ま
れ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
る
の
は
、
は
っ

き
り
言
っ
て
手
に
負
え
な
い
代
物
だ
。
高
齢
に
な
る
と
視

力
も
衰
え
、
横
文
字
も
思
う
に
任
せ
な
い
の
で
つ
い
敬
遠

し
が
ち
。
せ
め
て
電
話
に
よ
る
通
話
だ
け
で
も
と
思
い
つ

つ
も
、
意
外
と
高
価
な
そ
れ
を
買
う
気
に
な
れ
な
い
。
高

齢
者
は
世
の
進
歩
か
ら
ま
す
ま
す
遅
れ
て
し
ま
う
。
作
者

の
愁
い
は
ま
さ
に
私
自
身
の
愁
い
で
も
あ
る
。
身
に
つ
ま

さ
れ
る
句
で
あ
る
〕

春
愁
や
な
く
て
七
癖
人
の
性
（
さ
が
）

確
か
な
る
明
日
を
信
じ
て
種
を
蒔
く

ふ
ら
こ
こ
を
乗
り
て
少
女
の
別
の
顔

沼
底
に
蝌
蚪
の
大
群
蠢
き
ぬ

カ
ン
ピ
ー
ナ
ス　
　
　
　
　
　

後
藤
た
け
し

息
荒
げ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
イ
ペ
ー
咲
く

山
笑
ふ
儲
か
ら
ぬ
国
に
移
民
老
ふ

蘇
る
大
正
ロ
マ
ン
春
が
す
み

お
た
ま
じ
や
く
し
末
は
蛙
と
誰
が
知
る

風
光
る
ビ
ル
の
谷
間
の
狭
き
庭

サ
ン
・
カ
ル
ロ
ス　
　
　
　
　

富
岡
　
絹
子

う
す
れ
ゆ
く
ウ
イ
ル
ス
脅
威
や
春
愁
ひ

原
爆
忌
記
憶
な
け
れ
ど
黙
祷
す

進
ま
ざ
る
核
不
拡
散
原
爆
忌

鞦
韆
に
乗
れ
ぬ
ま
ま
な
り
障
害
児

蝌
蚪
の
腹
つ
ぶ
さ
ぬ
や
う
に
掌
に

　
　
　
　
　
　
　
セ
ザ
リ
オ
・
ラ
ン
ジ
ェ　
　
　

井
上
　
人
栄

春
愁
や
一つ
を
取
り
て
二
つ
捨
て

ミ
ナ
ス
路
の
丸
き
山
々
笑
ひ
を
り

心
ま
で
老
い
て
は
な
ら
ず
種
を
蒔
く

挨
拶
は
手
を
振
る
だ
け
よ
風
光
る

履
き
心
地
良
き
ス
ニ
ー
カ
や
風
光
る

ド
ラ
ー
ド
ス　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
み
ち
子

余
生
生
く
無
駄
に
暮
ら
す
な
山
笑
ふ

見
上
げ
れ
ば
笑
顔
あ
ふ
れ
る
春
の
空

青
空
に
春
の
う
す
雲
自
然
界

意
気
消
沈
コ
ロ
ナ
過
ぎ
れ
ば
風
光
る

読
者
文
芸
投
稿
募
集

Ｅ
メ
ー
ル
で
の
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。

送
り
先
は
ニ
ッ
ケ
イ
新
聞
「
読
者
文
芸

欄
」
係
ま
で
。

Ｅ
メ
ー
ル
：bunguei.nk @gmail.com

誰
が
先
上
に
飛
べ
る
か
蝌
蚪
仲
間

　
　
　
　
　
　
　
フ
ァ
チ
マ
・
ド
・
ス
ー
ル　
　

那
須
　
千
草

着
る
当
て
も
な
き
服
作
り
山
笑
ふ

〔
誰
の
も
の
と
も
決
め
て
い
な
い
暇
に
任
せ
て
作
っ
た
服
。

〝
衝
動
縫
い
〟
と
で
も
言
お
う
か
、
何
と
な
く
作
っ
て
み

た
か
っ
た
に
過
ぎ
な
い
服
。
コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
生
活
で
何

か
を
し
て
お
ら
ね
ば
と
い
っ
た
思
い
が
そ
う
さ
せ
た
の
か
、

出
来
上
が
っ
た
も
の
を
見
て
本
人
が
苦
笑
い
。
山
も
微
苦

笑
。
う
ら
ら
か
な
春
の
ひ
と
日
、
読
者
も
つ
い
つ
ら
れ
て

…
…
〕

種
蒔
を
控
へ
肥
料
の
山
と
積
む

サ
ン
ジ
ョ
ン
の
花
か
ん
ざ
し
や
幼
き
日

孫
が
乗
る
ブ
ラ
ン
コ
そ
つ
と
押
し
て
や
り

孫
来
な
い
ブ
ラ
ン
コ
な
ぜ
か
寂
し
さ
う

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

原
　
は
る
江

綿
種
を
蒔
き
し
昔
を
懐
か
し
む

春
来
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
増
す
ば
か
り

花
も
無
き
庭
を
飾
り
て
実
万
両

久
に
見
る
遠
き
山
々
風
光
る

忘
れ
ら
る
葱
畑
列
に
葱
坊
主

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

玉
田
千
代
美

イ
ペ
ー
咲
く
沈
み
し
心
楽
し
ま
せ

窓
の
外
つ
つ
じ
満
開
気
も
晴
れ
て

鉢
植
に
マ
モ
ン
の
種
を
植
ゑ
に
け
り

春
近
し
世
界
の
平
和
祈
り
け
り

生
か
さ
れ
て
命
大
事
に
春
を
待
つ

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

林
　
と
み
代

花
言
葉
に
あ
や
か
り
た
き
や
種
を
蒔
く

種
蒔
も
機
械
化
な
る
や
大
耕
地

引
き
際
の
見
え
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
春
愁
ふ

米
寿
祝
ぐ
友
の
句
集
や
風
光
る

二
輪
車
漕
ぐ
乙
女
の
ピ
ア
ス
風
光
る

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
　
文
子

今
年
ま
た
会
へ
し
喜
び
黄
イ
ペ
ー

花
種
を
蒔
き
て
ゆ
と
り
の
生
れ
け
り

〔
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
殺
伐
と
し
た
日
々
の
中
、
私
た
ち

は
心
の
ゆ
と
り
を
失
お
う
と
し
て
い
る
。
物
事
へ
の
意
欲

を
失
お
う
と
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
作
者
は
花
種
を
蒔

い
て
ゆ
と
り
を
得
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
町
住
ま
い
ゆ
え

花
種
を
蒔
く
場
所
も
か
ぎ
ら
れ
て
い
よ
う
が
、
と
も
か
く

花
が
咲
く
ま
で
の
小
さ
な
幸
せ
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
が
嗜
ん
で
い
る
俳
句
も
ま
た
一つ
の

〝
花
種
〟
と
言
え
ま
い
か
。
誰
も
が
い
つ
か
大
輪
を
咲
か

せ
よ
う
と
日
々
研
鑽
し
て
し
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
こ
と
。
私
た
ち
は
俳
句
に
よ
っ
て
希
望
と
ゆ
と
り
の
あ

る
生
活
を
実
践
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
〕

こ
つ
そ
り
と
食
べ
る
ス
イ
ー
ツ
山
笑
ふ

鞦
韆
や
愛
を
語
り
し
日
も
遠
く

柔
ら
か
き
幸
せ
つ
つ
み
春
の
風

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

石
井
か
ず
枝

子
供
ら
も
魚
も
飛
び
跳
ね
山
笑
ふ

春
愁
や
気
遣
ふ
電
話
声
弾
み

三
色
の
つ
つ
じ
と
語
る
朝
の
庭

風
光
る
孫
等
溌
剌
ボ
ー
ル
蹴
る

お
た
ま
じ
や
く
し
足
生
え
跳
ね
て
草
の
中

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

上
村
　
光
代

帰
ろ
か
な
種
蒔
終
へ
て
日
も
暮
れ
て

苗
植
ゑ
て
大
事
に
育
て
イ
ペ
ー
咲
く

イ
ペ
ー
の
花
初
め
て
咲
い
て
嬉
し
か
な

懐
か
し
や
お
た
ま
じ
や
く
し
の
居
た
小
川

ふ
ら
こ
こ
や
子
供
の
頃
を
思
い
出
す

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

大
野
　
宏
江

春
愁
や
来
ぬ
友
を
待
つ
わ
び
し
さ
に

イ
ペ
ー
咲
く
カ
ル
モ
の
園
に
遊
び
け
り

ク
ロ
ー
バ
ー
の
四
葉
の
芽
生
え
待
ち
に
け
り

コ
ロ
ナ
禍
を
知
ら
ず
に
咲
く
や
葱
坊
主

祇
園
さ
ん
の
枝
垂
れ
桜
や
日
本
旅

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

串
間
い
つ
え

山
笑
ふ
出
す
目
処
た
た
ず
と
も
手
紙

肘
鉄
砲
ご
と
き
挨
拶
山
笑
ふ

花
時
の
老
も
若
き
も
生
き
生
き
と

バ
ス
待
つ
や
涙
の
美
談
風
光
る

忙
し
い
げ
に
活
気
づ
く
街
風
光
る

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

田
中
美
智
子

イ
ペ
ー
散
る
花
び
ら
ひ
と
つ
我
が
髪
に

〔
満
開
の
イ
ペ
ー
を
そ
の
下
に
立
っ
て
眺
め
て
い
た
ら
、
は

ら
と
散
る
い
く
つ
も
の
花
び
ら
の
一つ
が
髪
の
毛
に
落
ち
て

き
た
、
と
詠
ん
で
い
る
。
イ
ペ
ー
の
一
つ
一
つ
の
花
の
命
は

短
い
。
風
も
な
い
の
に
散
り
落
ち
る
。
桜
の
よ
う
な
風
情

は
な
い
が
、
偶
然
我
が
髪
に
落
ち
た
花
び
ら
を
手
に
と
っ

て
、
そ
れ
を
い
と
お
し
む
作
者
の
心
の
在
り
処
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
自
然
を
愛
で
る
日
本
人
の
文
化
が
生
み
出
し
た

心
の
一
句
で
あ
る
〕

山
頂
に
立
て
ば
万
歳
山
笑
ふ

カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
孫
の
手
作
り
春
の
味

陽
を
浴
び
て
ど
こ
か
愛
ら
し
葱
坊
主

ふ
ら
こ
こ
や
空
を
め
が
け
て
漕
ぎ
し
日
も

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

太
田
　
映
子

春
の
箱
愛
の
思
ひ
出
し
ま
ひ
け
り

〔〈
春
の
箱
〉
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
た
ぶ
ん
作
者
の
胸
の

中
に
あ
る
「
秘
密
」
と
い
う
名
の
目
に
見
え
な
い
小
さ
な

宝
石
箱
の
こ
と
。
そ
こ
に
は
永
遠
に
取
り
出
す
こ
と
も
な

い
思
い
出
や
、
誰
か
に
そ
っ
と
打
ち
明
け
て
み
た
い
思
い

も
仕
舞
い
込
ま
れ
て
い
る
。
過
ぎ
去
っ
た
愛
も
し
か
り
。

人
は
誰
で
も
そ
ん
な
箱
を
そ
っ
と
抱
い
て
い
る
の
だ
。
本

句
や
や
陶
酔
的
な
が
ら
、
誌
的
感
性
赴
く
ま
ま
に
、
俳

句
の
広
い
世
界
に
自
己
投
影
を
試
み
ら
れ
た
作
者
の
意
欲

を
評
価
し
た
い
〕

年
重
ね
足
る
く
ら
し
知
る
春
時
雨

春
愁
や
ひ
ね
も
す
読
書
に
ひ
た
り
け
る

い
に
し
え
よ
り
結
ば
れ
し
縁
風
光
る
（
別
稿
よ
り
）

朝
市
や
籠
い
っ
ぱ
い
に
春
を
買
ふ
（　

〃　

）

ヴ
ァ
ル
ジ
ェ
ン
・
Ｇ
・
パ
ウ
リ
ス
タ　

  

馬
場
園
か
ね

古
小
鉢
並
べ
期
待
の
種
を
蒔
く

い
ま
あ
る
を
共
に
語
る
や
終
戦
日

山
裾
へ
貨
車
留
め
置
か
れ
山
笑
ふ

黒
土
の
畦
も
ま
つ
す
ぐ
葱
坊
主

秘
密
裡
に
ひ
し
め
き
合
つ
て
葱
坊
主

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

篠
崎
　
路
子

健
気
な
る
背
丈
ほ
ど
で
も
イ
ペ
ー
咲
く

空
の
青
芝
に
織
り
な
す
花
イ
ペ
ー

余
生
と
て
明
日
へ
の
望
み
風
光
る

駆
け
る
児
に
も
う
追
い
つ
け
ず
風
光
る

風
光
る
一
か
ら
始
ま
る
万
歩
計

イ
タ
ペ
セ
リ
カ
・
ダ
・
セ
ー
ラ　
　

    

山
畑
　
嵩

わ
ら
べ
等
の
声
ひ
び
き
あ
ひ
山
笑
ふ

若
駒
の
足
音
高
く
鄙
の
道

一
世
も
絶
滅
危
惧
種
春
愁
ふ

〔
日
本
の
歴
史
が
生
み
出
し
た
移
民
政
策
に
よ
っ
て
広
く

海
外
に
移
り
住
ん
だ
大
和
移
民
た
ち
。
祖
国
繁
栄
、
人

口
減
少
の
末
に
後
続
が
断
た
れ
、
そ
の
地
に
孤
立
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
生
き
て
い
る
私
た
ち
移
民
一
世
は
今
、
生
物

学
上
の
〝
絶
滅
危
惧
種
〟
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
位
置
付

け
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
隠
喩
的
に（
た
ぶ
ん
に
揶
揄
的
に
）

使
わ
れ
て
い
る
の
で
真
に
受
け
る
べ
き
言
葉
で
は
な
い
が
、

ど
な
た
か
の
思
い
付
き
に
よ
る
こ
の
言
葉
が
、
俳
句
に
登

場
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
は
見
逃
せ
な
い
。
お
そ
ら
く
作
者
は

興
味
に
か
ら
れ
て
詠
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
し
、
読
者
も
一
興

を
そ
そ
ら
れ
て
読
ん
だ
に
ち
が
い
な
い
。
い
ず
れ
も
自
嘲

の
笑
み
を
も
っ
て
〕

コ
ロ
ナ
禍
も
樹
木
は
知
ら
ず
風
光
る

影
さ
せ
ば
パ
ッ
と
逃
げ
散
る
蝌
蚪
の
群
れ

イ
タ
ペ
セ
リ
カ
・
ダ
・
セ
ー
ラ　
　

 

山
畑
　
泰
子

花
イ
ペ
ー
色
も
多
々
あ
り
桃
白
黄

欲
深
き
世
界
と
な
り
し
山
笑
ふ

春
愁
や
い
つ
ま
で
つ
づ
く
す
ご
も
り
か

葱
坊
主
時
季
を
忘
れ
ず
顔
を
出
す

風
光
る
も
の
み
な
光
り
笑
み
か
は
す

ボ
ニ
ー
ト　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
け
い
子

花
イ
ペ
ー
第
二
の
里
の
祖
と
な
ら
む

生
き
延
び
て
来
年
も
是
非
種
を
蒔
く

春
愁
や
地
球
規
模
で
病
む
コ
ロ
ナ

ふ
ら
こ
こ
や
人
待
ち
顔
の
遊
園
地

検
査
結
果
ぜ
ん
ぶ
Ｏ
Ｋ
風
光
る

ト
メ
・
ア
ス
ー　
　
　
　
　
　

三
宅
　
昭
子

春
愁
や
コ
ロ
ナ
で
だ
け
は
死
に
た
く
な
い

ア
マ
ゾ
ン
の
原
始
の
森
よ
山
笑
ふ

春
愁
や
音
信
不
通
の
子
が
一
人

〔
海
外
就
労
者
、
い
わ
ゆ
る
「
出
稼
ぎ
〕
と
し
て
家
を
離

れ
て
い
っ
た
者
が
、
い
つ
し
か
音
沙
汰
が
な
く
な
る
こ
と

は
我
々
移
住
者
の
経
験
か
ら
し
て
も
充
分
納
得
で
き
る
こ

と
。
元
気
で
居
り
さ
え
す
れ
ば
い
い
と
思
う
反
面
、
や
は

り
親
と
し
て
は
心
配
が
募
る
。
何
人
か
い
る
内
一
人
だ
け

と
い
う
の
も
気
が
か
り
。
俳
句
と
い
う
短
い
言
葉
の
中
に

過
不
足
な
く
親
の
心
情
が
描
か
れ
た
〕

小
康
の
庭
散
策
や
風
光
る

鞦
韆
や
俯
瞰
の
度
合
ひ
競
ひ
合
ふ

モ
ン
テ
・
ア
レ
グ
レ　
　
　
　
　

大
槻
京
子

あ
て
ど
な
き
言
の
葉
積
り
春
愁
ふ

旅
終
へ
て
春
の
厨
の
水
仕
事

田
舎
町
な
ん
と
き
れ
い
な
黄
イ
ペ
ー

風
光
る
学
生
服
の
孫
の
笑
み

籠
り
居
に
飽
い
て
飛
び
出
す
春
日
傘

モ
ン
テ
・
ア
レ
グ
レ　
　
　

    

高
谷
　
幸
子

人
待
ち
て
落
葉
掃
く
手
の
軽
や
か
に

停
電
に
続
く
断
水
八
月
尽

日
焼
け
し
た
両
手
に
満
つ
る
畑
の
幸

〔
海
の
幸
、山
の
幸
と
同
様
に
畑
の
幸
と
い
う
も
の
も
あ
る
。

畑
の
幸
は
農
耕
作
業
を
経
て
得
た
収
穫
物
の
こ
と
。
日
焼

け
し
た
農
業
者
の
腕
に
抱
え
ら
れ
た
野
菜
や
果
物
、
そ
れ

を
〈
両
手
に
満
る
〉
と
誇
り
高
く
詠
ん
で
い
る
。
ア
マ
ゾ

ン
の
太
陽
の
燦
々
と
降
り
そ
そ
ぐ
下
、
力
強
い
一
句
で
あ

る
〕

炎
天
下
タ
イ
ヤ
も
焼
け
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

白
バ
ラ
を
十
五
の
孫
に
樹
木
の
日　
　

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

西
田
は
る
の

ウ
グ
イ
ス
の
声
に
目
覚
め
し
我
が
故
郷

き
ょ
う
だ
い
の
分
ま
で
生
き
延
び
天
高
し

〔
長
生
き
さ
れ
て
い
る
作
者
、
何
人
か
い
た
き
ょ
う
だ
い
は

皆
黄
泉
の
国
へ
と
旅
立
た
れ
た
が
、
何
の
因
果
か
自
分
だ

け
が
齢
を
重
ね
続
け
て
い
る
。
も
う
い
つ
お
迎
え
が
来
て

も
い
い
と
人
に
は
言
い
な
が
ら
も
、
こ
う
な
れ
ば
い
っ
そ

き
ょ
う
だ
い
皆
の
分
ま
で
生
き
延
び
て
や
ろ
う
と
心
に
決

め
た
。〈
天
高
し
〉
が
そ
の
心
意
気
を
表
し
て
い
る
〕

渡
り
鳥
つ
い
て
行
き
た
い
故
郷
へ

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　

浦
野
マ
ル
ガ
リ
ー
ダ

油
味
噌
昔
馴
染
み
や
忘
れ
ま
じ

油
味
噌
懐
か
し
き
味
母
忍
ぶ

ベ
ン
チ
ビ
ー
や
朝
の
静
け
さ
ど
こ
で
鳴
く

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

森
　
律
子

メ
ー
ル
打
て
ば
失
言
お
お
し
秋
の
風　

霜
柱
の
サ
ク
サ
ク
サ
ク
と
幼
き
日

森
林
に
マ
ス
ク
外
し
て
深
呼
吸

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
　
明
子

わ
が
米
寿
祝
ぐ
系
図
本
冬
う
ら
ら

わ
が
米
寿
五
目
お
こ
わ
で
祝
い
け
り

一つ
だ
け
な
り
し
柚
子
の
実
何
作
ろ
う

も
う
一
人
ひ
孫
の
出
来
る
冬
便
り

冬
う
ら
ら
ね
ぎ
に
ら
サ
ル
サ
植
替
え
し

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
ー
ナ　
　
　

斉
藤
　
勝
利

終
戦
日
我
生
ま
れ
し
や
こ
の
月
に

原
爆
忌
被
爆
者
の
顔
涙
し
て

猩
々
花
コ
ロ
ノ
の
住
み
家
彩
り
ぬ

父
の
日
や
静
か
に
祝
う
お
昼
時

◎
投
句
送
り
先

H
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■
「
新
生
吟
社
」（
九
月
）

こ
の
ご
恩
き
っ
と
と
誓
う
玉
の
汗　
　
　

今
立
　
　
帰

親
の
恩
す
ま
ぬ
す
ま
ぬ
と
掌
を
合
わ
せ　

大
城
戸
節
子

親
の
恩
返
せ
ず
移
住
悔
い
残
る　
　
　

渡
辺
　
文
子

数
々
の
ご
恩
の
中
に
生
か
さ
れ
て　
　

太
田
　
孝
江

い
ろ
い
ろ
と
世
話
を
し
た
の
に
恩
知
ら
ず　

比
嘉
　
洋
子

祖
国
捨
て
国
境
越
え
て
移
住
し
た　
　

堀
江
　
　
渚

ほ
め
ら
れ
ず
教
え
込
ま
れ
た
恩
師
愛　

大
塚
　
弥
生

助
け
ら
れ
恩
に
向
か
い
て
人
の
道　
　

早
川
　
量
通

恩
情
に
甘
え
苦
労
の
味
知
ら
ず　
　
　

青
井
　
万
賀

■
「 

く
ろ
し
お
句
会
」（
九
月
）

ネ
ク
タ
イ
の
似
合
ふ
青
年
風
光
る　
　

須
賀
吐
句
志

葱
坊
主
仏
の
如
き
姿
し
て　
　
　
　
　

平
間
　
浩
二

鞦
韆
を
天
ま
で
漕
い
で
反
抗
期　
　
　

広
田
　
ユ
キ

花
マ
ン
ガ
素
顔
美
し
村
育
ち　
　
　
　

後
藤
た
け
し

春
光
に
丘
の
牧
場
草
千
里　
　
　
　
　

小
松
　
八
景

挨
拶
は
手
を
振
る
だ
け
よ
風
光
る　
　

井
上
　
人
栄

強
き
脚
大
地
の
子
な
り
葱
坊
主　
　
　

富
岡
　
絹
子

久
に
見
る
遠
き
山
々
風
光
る　
　
　
　

原
　
は
る
江

生
か
さ
れ
て
命
大
事
に
春
を
待
つ　
　

玉
田
千
代
美

米
寿
祝
ぐ
友
の
句
集
や
風
光
る　
　
　

林
　
と
み
代

人
生
に
無
駄
な
も
の
な
し
風
光
る　
　

鈴
木
　
文
子

ぶ
ら
ん
こ
に
遊
び
し
子
等
も
父
と
な
り　
石
井
か
ず
枝

懐
か
し
や
お
た
ま
じ
や
く
し
の
居
た
小
川　

上
村
　
光
代

孫
が
乗
る
ブ
ラ
ン
コ
そ
つ
と
推
し
て
や
り　

那
須
　
千
草

ブ
ラ
ン
コ
で
飛
ん
で
行
き
た
し
春
の
空　

伊
藤
み
ち
子

朝
市
や
籠
い
っ
ぱ
い
に
春
を
買
ふ 　
　

太
田
　
映
子

も
て
な
し
の
緑
茶
出
さ
る
る
春
の
宿　
大
野
　
宏
江

駆
け
る
児
に
も
う
追
い
つ
け
ず
風
光
る  

篠
崎
　
路
子

葱
坊
主
種
取
用
は
リ
ボ
ン
付
け　
　
　

串
間
い
つ
え

ふ
り
か
え
り
手
を
振
る
友
や
風
光
る　

田
中
美
智
子

鞦
韆
の
孤
独
の
影
を
雲
速
し 

 
 
 
 

　
　
　

馬
場
園
か
ね

影
さ
せ
ば
パ
ッ
と
逃
げ
散
る
蝌
蚪
の
群  

山
畑
　
　
嵩

葱
坊
主
時
季
を
忘
れ
ず
顔
を
出
す　
　

山
畑
　
泰
子

ふ
ら
こ
こ
や
何
故
に
恋
し
い
昭
和
の
世   

大
槻
　
京
子

コ
ロ
ナ
禍
も
自
然
の
摂
理
蝌
蚪
生
る
る  

佐
藤
け
い
子

小
康
の
庭
散
策
や
風
光
る　
　

        　

三
宅
　
昭
子

■
「
月
曜
句
会
」（
九
月
）

咳
一つ
コ
ロ
ナ
風
邪
か
と
ひ
や
か
さ
れ　

須
賀
吐
句
志

三
寒
に
耐
え
て
四
温
の
ス
ト
レ
ッ
チ 　

富
岡
　
絹
子

イ
ペ
ー
の
春
来
る
べ
し
俺
が
庭　
　
　

住
谷
ひ
さ
お

二
階
ま
で
伸
び
た
る
樹
々
と
春
を
待
つ 

浅
海
喜
世
子

そ
れ
以
上
言
う
な
の
合
図
咳
一
つ　
　

岩
本
　
洋
子

雷
が
餅
雑
炊
で
不
発
な
る　
　
　
　
　

佐
々
木
友
栄

過
不
足
を
言
わ
な
い
余
生
ニ
ラ
雑
炊　

近
藤
佐
代
子

雑
炊
に
ち
ら
ち
ら
散
ら
す
菜
の
香
り　

高
木
み
よ
子

ア
マ
ゾ
ン
に
生
き
て
八
十
路
の
山
登
り　

榎
　
す
え
子

花
椿
ポ
ト
リ
と
落
ち
し
寂
し
さ
よ

ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
友
栄

陽
炎
や
理
想
の
空
気
立
ち
の
ぼ
る

一
人
居
の
事
務
室
飾
る
す
み
れ
草

カ
ン
テ
ラ
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
春
の
闇

〔
石
油
で
灯
す
カ
ン
テ
ラ
。
今
で
は
骨
董
的
な
存
在
だ
が
、

電
化
さ
れ
る
以
前
の
田
舎
生
活
で
は
必
需
品
で
あ
っ
た
。

ほ
や
（
火
屋
）
を
通
し
て
照
ら
さ
れ
る
光
り
は
軟
ら
か
い

オ
レ
ン
ジ
色
、
光
り
の
範
囲
は
せ
い
ぜ
い
数
メ
ー
ト
ル
内

で
、
そ
の
先
は
闇
に
呑
ま
れ
な
が
ら
消
え
て
ゆ
く
。
結
語

〈
春
の
闇
〉
は
少
々
意
表
を
つ
く
が
、
見
定
め
の
つ
か
ぬ

と
い
う
意
味
で
の
〈
闇
〉
を
据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
俳

句
に
神
秘
性
と
質
感
を
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
春
な

れ
ば
こ
そ
〈
闇
〉
は
え
も
い
わ
れ
ぬ
雰
囲
気
を
醸
す
の
で

あ
る
〕

珈
琲
植
う
ネ
グ
ロ
の
コ
ー
バ
曲
が
り
く
ね

ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　

岩
本
　
洋
子

温
か
い
言
葉
に
涙
春
惜
し
む

め
ぐ
る
四
季
な
れ
ど
今
宵
の
春
惜
し
む

出
会
い
あ
り
別
れ
あ
り
け
り
初
桜

老
い
て
な
お
春
の
心
で
暮
し
た
い

ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　

鹿
島
　
和
江

色
ど
り
ど
り
の
菫
で
飾
る
誕
生
日

一
千
本
コ
ー
ヒ
ー
植
え
て
雨
を
待
つ

ガ
ラ
ー
ジ
ェ
の
屋
根
に
満
開
プ
リ
マ
ベ
ー
ラ

独
立
祭
ど
こ
の
祭
り
も
中
止
と
や

ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　

作
野
　
敏
子

美
し
き
春
と
て
怖
い
闇
の
夜

や
さ
し
さ
を
胸
に
満
た
し
て
す
み
れ
咲
く

明
日
あ
る
を
信
じ
て
今
は
珈
琲
植
う

丘
に
咲
く
プ
リ
マ
ベ
ー
ラ
よ
我
が
故
郷

ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　

白
石
　
幸
子

コ
ー
ヒ
ー
を
植
う
父
の
背
の
温
か
し

〔〝
父
の
背
〟
は
本
来
の
意
味
を
離
れ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
例
え
ば
「
父
の
背
を
み
て
育
つ
」
と
か
「
父
の

背
に
あ
る
重
み
」
な
ど
と
「
父
の
背
」
が
肉
体
を
遊
離
し

て
、
あ
た
か
も
そ
れ
自
体
何
事
か
を
語
る
存
在
物
の
よ
う

に
。
本
句
も
そ
の
類
で
、
働
い
て
い
る
父
の
背
の
温
み
を

表
現
し
て
い
る
。
な
お
原
句
は
「
父
の
背
が
温
か
く
見
え

珈
琲
植
う
」
で
あ
っ
た
〕

プ
リ
マ
ベ
ー
ラ
太
陽
受
け
て
艶
や
か
に

日
々
に
咲
く
命
幸
あ
れ
花
す
み
れ

こ
の
国
の
未
来
信
じ
て
コ
ー
ヒ
ー
植
う

ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　

袴
田
　
光
子

娘
の
土
産
三
色
す
み
れ
の
鉢
二
つ

卒
寿
媼
記
憶
も
う
す
れ
朧
月

春
の
虹
忘
れ
ぬ
う
ち
に
書
き
と
め
て

一
人
居
の
早
き
夕
餉
の
葱
き
ざ
む

ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
井
　
信
子

江
戸
風
鈴
朝
昼
夕
に
音
色
変
え

炎
天
下
老
班
益
々
冴
え
に
け
り

炎
天
や
小
鳥
舞
い
込
む
隠
居
部
屋

ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
　
悦
子

唐
辛
子
一
些
細
事
の
大
事
と
な
る　

〔
小
さ
な
こ
と
が
思
わ
ぬ
大
事
に
な
っ
た
と
詠
ん
で
い
る
。

日
常
生
活
で
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
家
庭
内
な
ら
い
ざ

知
ら
ず
、
そ
れ
が
友
人
間
の
こ
と
に
な
る
と
た
と
え
些
事

で
あ
ろ
う
が
無
視
で
き
な
く
な
る
。〈
唐
辛
子
〉
を
以
っ

て
主
題
を
浮
き
上
が
ら
せ
た
手
法
、
ま
た
、
下
五
の
中
の

助
詞
「
と
」
の
使
用
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
字
余

り
は
必
然
と
な
っ
た
。
な
お
上
下
転
倒
法
を
試
み
ら
れ
て

も
面
白
い
句
に
な
り
そ
う
〕　

笑
い
合
う
苦
境
の
越
し
方
敬
老
日

囀
り
に
曾
孫
の
産
声
十
二
人
目

ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎
　
す
え
子

群
れ
鸚
鵡
五
時
の
チ
ャ
イ
ム
の
上
渡
る

熱
風
や
椰
子
の
大
葉
を
騒
が
せ
る

万
緑
に
生
き
て
八
十
路
の
星
霜
経
る

ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
嶽
き
く
え

唐
辛
子
赤
く
鋭
気
の
溢
れ
お
り

ふ
と
仰
ぐ
満
天
一
瞬
流
れ
星

草
サ
ッ
カ
ー
素
足
の
青
春
ネ
グ
ロ
の
子

ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
永
　
節
子

同
胞
の
名
簿
し
み
じ
み
敬
老
日

変
わ
る
世
に
昭
和
な
お
恋
う
星
月
夜

パ
ン
デ
ミ
ア
の
今
朝
も
窓
辺
に
小
鳥
来
る

ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
富
香
代
子

朝
月
と
と
も
に
体
操
日
々
の
糧

一
周
忌
修
す
白
ヒ
ガ
ン
花
ラ
イ
ン
写
真

亡
き
義
父
の
砥
石
に
対
（
む
か
）
う
庭
乾
季　
　
　
　

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　
　

田
　
幹
夫

混
み
合
え
る
通
勤
メ
ト
ロ
春
暑
し

譲
ら
れ
し
席
早
春
の
通
い
バ
ス

春
雨
や
一
人
の
と
き
の
独
り
言

草
木
萌
ゆ
大
地
の
神
も
目
を
覚
ま
し

百
姓
を
百
ま
で
や
る
と
枇
杷
手
入
れ

ソ
ロ
カ
バ　
　
　
　
　
　
　
　

住
谷
ひ
さ
お

ソ
ロ
カ
バ
河
急
ぐ
な
せ
く
な
イ
ペ
ー
散
る

河
風
に
チ
プ
ア
ナ
の
花
飛
ぶ
こ
と
よ

公
園
の
徳
利
椰
子
も
花
時
季
に

久
し
ぶ
り
ベ
ン
チ
に
座
せ
ば
一
人
か
と

〔
ソ
ロ
カ
バ
市
在
住
の
作
者
、
よ
く
ご
夫
人
同
伴
で
都
心
へ

お
出
か
け
に
な
る
。
公
園
に
は
ア
ポ
ゼ
ン
タ
ー
ド
な
ど
常

連
衆
が
い
て
挨
拶
ぐ
ら
い
し
合
う
顔
見
知
り
も
い
る
。
そ

の
日
、
夫
人
が
買
物
し
て
い
る
間
に
作
者
が
一
人
で
ベ
ン

チ
に
座
っ
て
夫
人
を
待
っ
て
い
る
と
、
顔
見
知
り
に
「
今

日
は
一
人
か
」
と
聞
か
れ
た
と
言
う
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の

こ
と
を
俳
句
に
詠
ん
だ
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
何
気
な
い
日

常
の
、
一
人
の
日
本
人
の
構
え
の
な
い
姿
が
描
き
出
さ
れ

て
い
る
。
座
五
の
省
略
法
で
句
に
膨
ら
み
が
出
た
〕

春
風
や
自
転
車
が
欲
し
シ
ク
ロ
ビ
ア

ケ
ン
ト
ン
に
う
さ
を
は
ら
せ
し
夫
の
逝
き　

袴
田
　
光
子

春
隣
厨
の
窓
の
朝
の
風　
　
　
　
　
　

白
石
　
幸
子

コ
ロ
ナ
禍
で
お
し
ゃ
れ
な
マ
ス
ク
咳
防
ぐ　

作
野
　
敏
子

雑
炊
や
七
人
兄
弟
健
や
か
に　
　
　
　

鹿
島
　
和
江

移
住
す
と
告
げ
て
炭
火
の
潤
ん
だ
日　

脇
山
千
寿
子

炭
焼
き
の
煙
棚
引
く
懇
の
山　
　
　
　

浅
海
　
護
也

そ
こ
こ
こ
に
建
設
工
事
春
隣　
　
　
　

前
田
　
昌
弘

ア
マ
ゾ
ン
の
待
ち
人
春
を
待
つ
心　
　

渡
辺
　
悦
子

三
寒
を
自
粛
四
温
に
望
み
か
け　
　
　

伊
那
　
　
宏

ニッケイ俳壇 掲載予定日

ニッケイ歌壇 掲載予定日

伊那宏選 隔週水曜
小斎棹子選 隔週木曜

上妻博彦選 第三水曜
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大相撲番付表（共同）

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
　
発
信
見
直
し

政
府
、世
界
の
コ
ロ
ナ
禍
受
け

　
【
共
同
】
政
府
は
、
和
食
や

ア
ニ
メ
な
ど
日
本
文
化
の
魅
力

を
海
外
に
売
り
込
む
「
ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
」
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
発
信
の
在
り
方
を
見
直

す
方
針
を
決
め
た
。
政
府
筋

が
２
２
日
、
明
ら
か
に
し
た
。

世
界
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
で
、
国
内
外
で
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
や
大
使
館
に
よ
る
対
面

式
の
働
き
掛
け
な
ど
従
来
の

手
法
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
。

「
コ
ロ
ナ
後
」
も
見
据
え
、
新

た
な
ア
ピ
ー
ル
法
な
ど
を
検

討
す
る
有
識
者
会
議
を
１
１

月
に
も
新
設
し
、
２
０
２
１

年
３
月
ま
で
に
報
告
書
を
取

り
ま
と
め
る
。

　

２
１
年
５
月
ご
ろ
を
め
ど

に
策
定
す
る
「
知
的
財
産
推

進
計
画
２
０
２
１
」
に
反
映

さ
せ
る
。

　

政
府
は
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
に

つ
い
て
、
諸
外
国
で
の
日
本
文

化
の
理
解
促
進
や
、
訪
日
客

誘
致
の
重
要
な
ツ
ー
ル
と
位

置
付
け
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
２
０
年
に
訪
日
客
を

４
千
万
人
に
増
や
す
目
標
の

達
成
が
困
難
と
な
る
中
、
ク
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
の
取
り
組
み
を
一

新
す
る
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
が
収

束
し
た
後
に
訪
日
客
を
呼
び

込
む
一
助
と
し
た
い
考
え
だ
。

　

第
１
段
階
と
し
て
、
来
月

以
降
、
海
外
で
の
情
報
収
集

を
実
施
。
日
本
が
海
外
か
ら

評
価
さ
れ
て
き
た
「
食
」、「
清

潔
感
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の

変
化
を
調
べ
る
。
海
外
旅
行

を
巡
る
外
国
人
の
意
識
が
コ
ロ

ナ
禍
で
ど
ん
な
影
響
を
受
け

た
の
か
も
把
握
。
欧
米
、
ア

ジ
ア
の
計
１
０
カ
国
程
度
を

対
象
に
、
有
識
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
も
行
う
。
調
査
結
果
を

基
に
有
識
者
会
議
が
議
論
を

深
め
る
。

　

政
府
関
係
者
は
「
コ
ロ
ナ
後

も
、
ど
う
す
れ
ば
日
本
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
の
か
。

最
適
な
発
信
法
を
見
つ
け
た

い
」
と
し
て
い
る
。

　
【
共
同
】
菅
義
偉
首
相
は
２
２
日
、
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
と
の
電
話
会
談
を

２
５
日
に
実
施
す
る
方
向
で
最
終
調
整
に
入
っ
た
。
複
数
の
日
本
政
府
筋
が
明
ら

か
に
し
た
。
菅
氏
の
首
相
就
任
を
受
け
た
対
応
。
両
首
脳
は
電
話
会
談
で
、
日
中

関
係
の
発
展
を
に
ら
ん
だ
ハ
イ
レ
ベ
ル
対
話
の
促
進
を
確
認
す
る
見
通
し
だ
。
延

期
さ
れ
て
い
る
習
氏
国
賓
来
日
に
つ
い
て
も
、
意
思
疎
通
を
図
る
と
み
ら
れ
る
。

日中首脳　25日電話会談へ
縮
小
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
国
際
調
査

報
道
ジャ
ー
ナ
リ
ス
ト
連
合
（
Ｉ

Ｃ
Ｉ
Ｊ
）
が
主
導
す
る
「
フ
ィ
ン

セ
ン
文
書
」
に
基
づ
く
取
材
で
、

共
同
通
信
と
朝
日
新
聞
が
８
〜

９
月
に
実
施
し
た
。
銀
行
の
個

別
の
回
答
内
容
は
出
さ
な
い
こ

と
を
条
件
と
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
海
外
送

金
を
扱
っ
て
い
る
と
回
答
し
た

全
銀
行
が
、
口
座
を
使
わ
な
い

窓
口
へ
の
現
金
持
ち
込
み
に
よ

る
送
金
受
け
付
け
を
停
止
し
て

い
た
こ
と
も
判
明
。
本
人
確
認

は
厳
格
化
さ
れ
た
一
方
、
利
便

性
は
低
下
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
マ
ネ
ロ
ン
対
策
に
つ
い
て
「
十

分
だ
と
思
う
が
不
安
は
残
る
」

「
現
状
で
は
不
安
が
あ
る
」
と

回
答
し
た
の
は
計
９
７
行
で
全

体
の
８
割
超
。「
万
全
だ
」
は

１
５
行
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

対
策
の
課
題
は
「
最
新
シ
ス

テ
ム
の
構
築
や
更
新
」
が
８
９

行
と
最
も
多
く
「
専
門
的
な
人

材
の
登
用
や
育
成
」
が
８
６
行

で
続
い
た
。
シ
ス
テ
ム
更
新
費
に

数
千
万
円
単
位
を
要
す
る
な
ど

課
題
へ
の
取
り
組
み
が
財
政
的

な
負
担
に
な
って
い
る
も
よ
う
だ
。

　

海
外
送
金
額
に
つ
い
て
は
５

年
前
に
比
べ
「
大
幅
に
増
え
た
」

「
増
え
た
」
が
計
４
６
行
、「
減
っ

た
」「
大
幅
に
減
っ
た
」
は
３
１

行
で
明
暗
が
分
か
れ
た
。
ネ
ッ

ト
銀
行
は
最
大
で
１
５
倍
に
増

え
た
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

マ
ネ
ロ
ン
対
策
を
担
う
国

際
組
織
「
金
融
活
動
作
業
部

会
（
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
）」
に
よ
る

港
問
題
を
巡
り
意
見
交
換
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
応
で
は
、
緊
密

連
携
を
図
る
考
え
で
一
致
す
る

と
み
ら
れ
る
。

　

日
中
首
脳
が
直
接
会
談

し
た
の
は
、
安
倍
前
首
相
が

１
９
年
１
２
月
に
訪
中
し
た

時
が
最
後
。

　
日
本
の
首
相
が
中
国
の
国
家

主
席
と
電
話
会
談
す
る
の
は
、

２
０
１
８
年
５
月
に
安
倍
晋

三
前
首
相
が
習
氏
と
の
間
で

行
っ
て
以
来
。
首
相
に
は
電
話

会
談
を
通
じ
て
対
中
重
視
姿

勢
を
明
確
に
伝
え
る
狙
い
が
あ

る
。
習
氏
も
、
日
中
関
係
の
発

展
に
期
待
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

首
相
と
し
て
は
米
国
と
中
国
に

よ
る
対
立
が
激
化
す
る
中
、
習

氏
と
ど
こ
ま
で
間
合
い
を
詰
め

る
か
が
課
題
に
な
る
。

　

政
府
筋
に
よ
る
と
、
電
話

会
談
は
２
５
日
夜
に
実
施
さ

れ
る
予
定
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
を
理
由
に
延
期

し
て
い
る
習
氏
国
賓
来
日
に
関

し
、
日
本
政
府
は
「
調
整
段

階
に
入
っ
て
い
な
い
」（
外
務

省
幹
部
）
と
の
立
場
を
維
持

し
て
い
る
。
保
守
層
を
中
心
に

国
内
で
慎
重
論
が
広
が
る
中
、

首
相
が
国
賓
来
日
に
前
向
き

姿
勢
を
示
す
か
ど
う
か
が
焦

点
に
な
り
そ
う
だ
。

　

電
話
会
談
で
は
中
国
公
船

に
よ
る
沖
縄
県
・
尖
閣
諸
島

周
辺
で
の
領
海
侵
入
や
、
香

　
【
共
同
】
全
国
１
２
１
の
銀

行
に
対
す
る
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ

ン
グ
（
資
金
洗
浄
）
対
策
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
半
数
超

の
６
３
行
が
海
外
送
金
手
数
料

を
過
去
５
年
以
内
に
値
上
げ
し

た
こ
と
が
２
２
日
、
分
か
っ
た
。

１
１
８
行
が
回
答
し
た
。
不
正

取
引
防
止
に
向
け
た
監
視
強

化
が
金
融
機
関
に
要
請
さ
れ
る

中
、
対
策
へ
の
コ
ス
ト
が
膨
ら

ん
だ
こ
と
が
要
因
。
地
方
銀
行

１
０
行
は
海
外
送
金
業
務
の
撤

退
や
縮
小
を
検
討
、
４
行
は
既

に
撤
退
や
一
部
撤
退
を
し
た
と

回
答
し
た
。

　

企
業
の
海
外
進
出
や
在
留

外
国
人
の
増
加
を
受
け
て
海
外

送
金
の
重
要
性
が
高
ま
る
一
方
、

地
銀
を
中
心
に
規
模
の
小
さ
な

銀
行
に
は
マ
ネ
ロ
ン
対
策
の
負

担
が
重
く
の
し
か
か
り
、
業
務

習
氏

国
賓
来
日
で
意
思
疎
通

関
係
発
展
に
ら
み
対
話
促
進

海
外
送
金
、半
数
超
が
値
上
げ

　
14
地
銀
、撤
退
や
縮
小
検
討

総
会
の
前
後
に
集
中
。
招
致
委

の
資
金
が
不
正
に
使
わ
れ
た
可

能
性
が
あ
る
。

　

共
同
通
信
と
朝
日
新
聞
が
参

加
す
る
国
際
調
査
報
道
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
連
合
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
）

が
把
握
し
た
、
米
財
務
省
の
資

金
情
報
機
関
「
金
融
犯
罪
取
締

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
フ
ィ
ン
セ
ン
）」

の
内
部
資
料
な
ど
に
基
づ
く
取

材
で
判
明
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
は

新
資
料
を
「
フ
ィ
ン
セ
ン
文
書
」

と
名
付
け
た
。

　

日
本
の
資
金
が
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委

員
買
収
の
た
め
デ
ィ
ア
ク
親
子

に
渡
っ
た
と
の
疑
惑
が
浮
上
し

た
が
、
招
致
委
が
支
払
っ
た
コ

ン
サ
ル
料
の
使
途
の
詳
細
は
分

か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
東
京
五

輪
招
致
な
ど
デ
ィ
ア
ク
親
子
が

　
【
共
同
】
２
０
２
０
年
東
京

五
輪
を
巡
り
招
致
委
員
会
が

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
契
約
を
結
び
、

２
億
円
超
を
振
り
込
ん
だ
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
会
社
の
口
座
か
ら
、

国
際
オ
リ
ン
ピッ
ク
委
員
会
（
Ｉ

Ｏ
Ｃ
）
委
員
だ
っ
た
ラ
ミ
ン・ディ

ア
ク
氏
（
８
７
）
＝
セ
ネ
ガ
ル
＝

の
息
子
、パ
パマッ
サ
タ
氏（
５
５
）

と
そ
の
会
社
に
約
３
７
万
ド
ル

（
当
時
の
レ
ー
ト
で
約
３
７
０

０
万
円
）
が
送
金
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
２
０
日
、
分
か
っ
た
。
ラ
ミ

ン
氏
は
当
時
、
開
催
地
決
定
で

ア
フ
リ
カ
票
取
り
ま
と
め
に
影

響
力
が
あ
る
有
力
委
員
だ
っ
た
。

　

招
致
委
の
入
金
ま
で
休
眠

状
態
だ
っ
た
口
座
か
ら
の
送
金

は
、
五
輪
開
催
都
市
が
決
定

し
た
１
３
年
９
月
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ

東
京
五
輪
決
定
時
に
多
額
送
金

招
致
コ
ン
サ
ル
3700
万
円
　

Ｉ
Ｏ
Ｃ
有
力
委
員
の
息
子
に

た
）
後
の
こ
と
は
当
時
一
切
知
ら

な
か
っ
た
。
大
変
残
念
に
思
い
ま

す
」
と
回
答
し
た
。

　

招
致
委
は
１
３
年
７
月
と

１
０
月
の
２
回
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス

（
Ｂ
Ｔ
）
社
の
口
座
に
計
約
２

億
３
千
万
円
を
送
金
。

　

そ
の
後
、Ｂ
Ｔ
社
の
口
座
か
ら

ロ
シ
ア
の
銀
行
の
パ
パマッ
サ
タ
氏

名
義
の
口
座
に
、１
３
年
８
月
と

１
１
月
に
計
３
万
５
千
ド
ル
が

送
金
さ
れ
た
の
を
含
め
１
４
年

１
月
ま
で
に
計
１
５
万
ド
ル
超

が
振
り
込
ま
れ
た
。１
３
年
１

１
〜
１
２
月
に
は
、セ
ネ
ガ
ル
の

パ
パマッ
サ
タ
氏
企
業
に
４
回
に

わ
た
り
計
２
１
万
７
千
ド
ル
が

送
金
さ
れ
た
。そ
の
ほ
か
、同
氏

が
購
入
し
た
宝
飾
品
の
代
金
も

こ
の
口
座
か
ら
送
金
さ
れ
て
い
た
。

　

Ｂ
Ｔ
社
代
表
は
パ
パ
マ
ッ
サ

タ
氏
の
友
人
が
務
め
て
い
た

が
、
現
在
の
所
在
は
分
か
ら
な

か
っ
た
。
同
社
は
１
４
年
に
閉

鎖
さ
れ
た
。

２
０
０
８
年
の
前
回
審
査
で
、

日
本
は
対
策
の
遅
れ
を
指
摘
さ

れ
た
。
こ
れ
を
受
け
金
融
庁
は

ワ
ク
チ
ン
代
金
の
１
５
％
相

当
額
を
前
払
い
し
、
こ
れ
が

　
【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
共
同
】
途
上

国
へ
の
ワ
ク
チ
ン
普
及
を
進
め

る
国
際
組
織
「
Ｇ
ａ
ｖ
ｉ
ワ

ク
チ
ン
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」（
本
部・

ス
イ
ス
西
部
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）
は

２
１
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
開
発
に

各
国
が
共
同
出
資
・
購
入
す

る
枠
組
み
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
（
コ

バッ
ク
ス
）」
に
、
日
本
を
含
む

１
５
０
カ
国
以
上
が
参
加
を

表
明
し
た
と
発
表
し
た
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
で
は
、
中
高

所
得
国
が
人
口
２
０
％
分
の

ワ
ク
チ
ン
開
発

に
１
５
０
カ
国

共
同
購
入
の
国
際
枠
組
み
で

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
竹
本

篤
史
】
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領

は
２
１
日
、
対
イ
ラ
ン
国
連
制

裁
決
議
が
全
面
的
に
復
活
し

た
と
の
一
方
的
な
主
張
に
基
づ

き
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
に
絡

み
２
７
の
個
人
・
団
体
を
制
裁

対
象
に
追
加
し
、
イ
ラ
ン
と
武

器
を
取
引
し
た
国
や
企
業
に
は

米
国
が
新
た
な
制
裁
を
科
す

大
統
領
令
に
署
名
し
た
。
ト

ラ
ン
プ
氏
が
再
選
を
狙
う
１
１

月
の
大
統
領
選
を
に
ら
み
、
敵

対
す
る
イ
ラ
ン
へ
の
強
い
対
応

を
誇
示
。
国
際
的
な
支
持
を

得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
単
独
で
武

器
禁
輸
を
断
行
す
る
構
え
だ
。

　

制
裁
決
議
復
活
に
つ
い
て
国

連
安
全
保
障
理
事
会
で
の
合

意
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
安
保

理
常
任
理
事
国
で
イ
ラ
ン
に
近

い
立
場
の
ロ
シ
ア
や
中
国
が
禁

輸
に
協
力
し
な
け
れ
ば
、
十

分
な
実
効
性
が
出
な
い
可
能

性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
制
裁

の
履
行
を
巡
り
国
際
的
な
混

乱
が
広
が
る
恐
れ
も
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
２
１
日
の

声
明
で
「
私
の
政
権
は
イ
ラ
ン

が
核
保
有
し
た
り
、
弾
道
ミ

サ
イ
ル
や
通
常
兵
器
を
入
手

し
て
世
界
を
危
険
に
さ
ら
し

た
り
す
る
こ
と
は
許
さ
な
い
」

と
正
当
性
を
強
調
。
安
保
理

の
対
イ
ラ
ン
武
器
禁
輸
措
置

が
１
０
月
に
期
限
切
れ
と
な

る
の
を
阻
止
す
る
狙
い
だ
。

　

米
国
は
１
９
日
、
イ
ラ
ン

米
　単
独
で「
国
連
制
裁
」

国
際
支
持
な
く
再
選
へ
強
硬
策

対イラン武器
禁輸断行

　
【
共
同
】
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
沖

で
日
本
の
貨
物
船
か
ら
千
ト

ン
以
上
の
重
油
が
流
出
し
た

事
故
で
、
繊
維
会
社
の
エ
ム
・

テ
ッ
ク
ス
（
東
京
）
が
自
社
製

の
油
吸
着
材
を
現
地
に
届
け

る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
寄
付
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が
入
り
組
む

海
岸
の
清
掃
は
人
手
が
頼
り

だ
が
、
油
の
回
収
を
効
率
化

で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
に
創
業
し
た

同
社
は
、
水
を
は
じ
い
て
油

を
吸
い
取
る
吸
着
材
を
開
発
。

普
及
品
よ
り
も
油
の
保
持
力

が
強
く
、
水
を
吸
わ
な
い
た
め

処
分
が
容
易
だ
と
い
う
。
昨

年
８
月
の
記
録
的
大
雨
で
佐

賀
県
大
町
町
の
鉄
工
所
か
ら

約
５
万
リ
ッ
ト
ル
（
約
６
０
ト

ン
）
の
油
が
流
出
し
た
事
故
で

は
約
１
９
万
枚
（
１
億
円
相

当
）
を
無
償
提
供
し
た
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

と
呼
ば
れ
る
手
法
で
資
金
を

募
っ
て
い
る
。
吸
着
材
を
購
入

し
て
現
地
の
非
政
府
組
織（
Ｎ

Ｇ
Ｏ
）
に
届
け
る
仕
組
み
で
、

１
口
５
５
０
円
か
ら
参
加
で

き
る
。
油
約
１
リ
ッ
ト
ル
を

吸
着
す
る
の
に
必
要
な
量
に

重
油
流
出
事
故
で
寄
付
募
集

独
自
の
吸
着
材
で
回
収
目
指
す

核
合
意
で
解
除
さ
れ
た
ウ
ラ
ン

濃
縮
な
ど
核
開
発
に
対
す
る

国
連
制
裁
を
復
活
さ
せ
る
「
ス

ナ
ッ
プ
バッ
ク
」
が
発
効
し
た
と

一
方
的
に
宣
言
。
こ
れ
に
対
し

英
仏
独
な
ど
合
意
当
事
国
は
、

核
合
意
か
ら
一
方
的
に
離
脱
し

た
米
政
権
に
よ
る
制
裁
復
活

を
認
め
ず
、
安
保
理
も
復
活
の

手
続
き
を
取
って
い
な
い
。

　

２
１
日
に
国
務
省
で
記
者

会
見
し
た
ポ
ン
ペ
オ
国
務
長

官
は
、
イ
ラ
ン
の
国
防
軍
需
省

な
ど
が
制
裁
対
象
に
追
加
さ

な
る
と
い
う
。
エ
ム
・
テ
ッ
ク

ス
は
原
価
で
吸
着
剤
を
提
供

す
る
。

　

８
月
末
ま
で
に
目
標
額

の
１
千
万
円
を
超
え
る
約

２
５
０
０
万
円
を
集
め
た
。
重

油
の
回
収
に
必
要
な
吸
着
材
は

少
な
く
と
も
約
１
１
０
万
枚
で

約
６
億
円
が
必
要
だ
と
試
算

し
て
お
り
、
支
援
の
輪
を
広
げ

た
い
考
え
だ
。

　

事
故
は
美
し
い
自
然
か
ら

「
イ
ン
ド
洋
の
貴
婦
人
」
と
呼

ワ
ク
チ
ン
開
発
に
充
当
さ
れ

る
。
Ｇ
ａ
ｖ
ｉ
が
ワ
ク
チ
ン

支
援
を
行
っ
て
い
る
発
展
途

上
国
を
中
心
と
す
る
９
２
カ

国
は
、
前
払
い
を
免
除
さ
れ

て
い
る
が
、
無
償
で
ワ
ク
チ
ン

を
受
け
取
れ
る
の
か
一
部
経

費
を
負
担
す
る
の
か
は
確
定

れ
た
と
説
明
。
ム
ニ
ュ
ー
シ
ン

財
務
長
官
は
イ
ラ
ン
と
の
間
で

の
武
器
供
給
・
販
売
・
輸
送

に
関
わ
っ
た
国
や
企
業
、
個
人

に
「
深
刻
な
経
済
制
裁
」
を

科
す
と
警
告
し
た
。

　

２
０
１
５
年
の
核
合
意
で

国
連
制
裁
は
解
除
さ
れ
た
が
、

武
器
禁
輸
措
置
は
５
年
間
継

続
す
る
と
規
定
さ
れ
た
。
米

国
は
安
保
理
で
措
置
の
延
長

を
目
指
し
た
が
賛
同
は
広
が

ら
ず
、
決
議
案
は
８
月
に
否

決
さ
れ
た
。

し
て
い
な
い
。

　

参
加
表
明
期
限
の
１
８
日
ま

で
に
、
中
高
所
得
国
６
４
カ
国

が
参
加
を
確
約
し
た
。
米
国
、

中
国
、ロ
シ
ア
な
ど
は
参
加
し

て
お
ら
ず
、
Ｇ
ａ
ｖ
ｉ
の
バ
ー
ク

レ
ー
事
務
局
長
は
「
引
き
続
き

協
議
を
続
け
る
」
と
述
べ
、
今

後
の
参
加
表
明
に
期
待
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン

は
、完
全
な
臨
床
試
験（
治
験
）

を
踏
ま
え
た
も
の
は
開
発
さ
れ

て
い
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
が
実
用

化
さ
れ
た
際
に
、
資
金
力
の

国
連
75
年
　国
際
協
調
宣
言

新
型
コ
ロ
ナ
復
興
へ
行
動
を

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】
国

連
総
会
（
１
９
３
カ
国
）
は

２
１
日
、
国
連
創
設
７
５
年

を
記
念
す
る
高
官
級
会
合
を

開
催
し
た
。「
国
連
史
上
最
大

の
課
題
」
で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
大
流
行
か
ら
の
復

興
に
向
け
「
多
国
間
主
義
は

選
択
肢
で
は
な
く
、
必
須
だ
」

と
強
調
し
、
国
際
社
会
に
協

調
し
た
行
動
を
促
す
記
念
宣

言
を
採
択
し
た
。

　

グ
テ
レ
ス
事
務
総
長
は
演

説
で
、
気
候
変
動
や
核
兵
器

拡
散
、
生
物
多
様
性
の
喪
失
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

（
世
界
的
大
流
行
）
な
ど
「
多

国
間
の
課
題
は
余
る
ほ
ど
あ

る
が
、
多
国
間
の
解
決
策
は

不
足
し
て
い
る
」
と
指
摘
。
国

連
憲
章
を
引
用
し
「
目
的
を

達
成
す
る
た
め
、
努
力
を
結

集
し
よ
う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

各
国
演
説
で
、
シ
ャ
レ
米
国

連
次
席
大
使
代
理
は
中
国
を

念
頭
に
「
国
連
は
独
裁
政
権

に
対
し
無
防
備
す
ぎ
る
」
と

苦
言
を
呈
し
た
。
中
国
の
習

近
平
国
家
主
席
は
「
多
国
間

主
義
の
真
の
支
持
者
で
あ
り
続

マ
ネ
ロ
ン
対

策
で
負
担
増

絡
む
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
汚
職

容
疑
を
調
べ
る
フ
ラ
ン
ス
当
局

は
、
パ
パ
マ
ッ
サ
タ
氏
が
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
口
座
の
「
主
な
受
益

者
」
だ
と
み
て
い
る
。

　

招
致
活
動
で
五
輪
関
係
者

へ
の
贈
与
を
禁
じ
る
Ｉ
Ｏ
Ｃ
規

定
に
抵
触
す
る
可
能
性
も
出

て
き
た
。
父
ラ
ミ
ン
氏
が
会
長

を
務
め
て
い
た
国
際
陸
連
（
現

世
界
陸
連
）
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
だ
っ
た
パ
パ
マ
ッ
サ
タ
氏
は
共

同
通
信
に
対
し
、
入
金
を
認
め

た
が
「
中
国
企
業
と
の
契
約
に

関
わ
る
取
引
」
と
主
張
し
た
。

　

当
時
の
招
致
委
理
事
長
で
、

贈
賄
容
疑
で
正
式
捜
査
の
対
象

と
な
っ
た
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
の
竹
田
恒
和

前
会
長
は「
そ
の（
支
払
い
を
行
っ

波
の
中
に
あ
る
。

　

国
際
送
金
の
市
場
規
模
は
、

世
界
全
体
で
拡
大
傾
向
が
続
く
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
で
企
業
の

国
際
取
引
も
拡
大
し
た
。
日
本

で
も
送
金
業
務
の
需
要
は
今
後

も
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、対

応
で
き
な
い
地
銀
は
優
良
な
顧

客
を
逃
す
恐
れ
が
あ
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
海
外
送
金

を
「
必
要
な
業
務
」
と
し
つ
つ
、

収
益
面
は
「
非
常
に
厳
し
い
」

と
答
え
た
銀
行
が
多
か
っ
た
。

地
方
で
も
外
国
人
労
働
者
が
増

え
る
な
ど
海
外
送
金
の
必
要
性

は
高
ま
っ
て
お
り
、
応
え
ら
れ

な
い
の
は
銀
行
と
し
て
忸
怩
た

る
思
い
だ
ろ
う
。
中
国
地
方
の

地
銀
は
「
対
策
コ
ス
ト
は
規
模

の
小
さ
い
金
融
機
関
ほ
ど
負
担

が
重
く
経
営
へ
の
影
響
が
大
き

い
」
と
訴
え
た
。

　

日
銀
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
金
利

政
策
で
貸
し
出
し
収
益
は
激
減
。

産
業
の
衰
退
な
ど
で
地
域
経
済

は
振
る
わ
ず
、
地
銀
の
経
営
状

況
は
厳
し
い
。
菅
義
偉
首
相
は

就
任
前
、
地
銀
の
「
数
は
多
す

ぎ
る
」
と
発
言
し
た
。
マ
ネ
ロ
ン

対
策
に
か
か
る
費
用
負
担
が
再

編
の
引
き
金
に
な
る
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
状
況
だ
。

け
る
」
と
述
べ
、
ト

ラ
ン
プ
米
政
権
の
単

独
行
動
主
義
を
暗

に
批
判
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
で
会

合
は
原
則
オ
ン
ラ
イ

ン
で
実
施
さ
れ
た
。

　

宣
言
は
国
連

７
５
年
の
功
績
と

し
て
、
非
植
民
地

化
の
促
進
や
疾
病

の
撲
滅
、
紛
争
の

沈
静
化
、
人
道
支

援
活
動
を
挙
げ「
多

く
の
人
々
に
よ
り
良

い
世
界
へ
の
希
望
を
与
え
る
国

際
組
織
は
他
に
存
在
し
な
い
」

と
強
調
し
た
。

　
一
方
で
「
私
た
ち
は
祝
福
す

る
た
め
で
な
く
、
行
動
す
る

た
め
に
こ
こ
に
い
る
」
と
し
、

世
界
は
今
な
お
貧
困
や
紛
争
、

気
候
変
動
、
感
染
症
な
ど
に

苦
し
み
「
国
連
創
設
者
が
思

い
描
い
た
世
界
に
は
な
っ
て
い

な
い
」
と
指
摘
。
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
は
相
互
に
連
関
し
て
お
り

「
多
国
間
主
義
の
再
生
を
通

じ
て
の
み
解
決
で
き
る
」
と
訴

え
た
。

　

外
交
筋
に
よ
る
と
、
宣
言

の
う
ち
地
球
温
暖
化
対
策
の

国
際
枠
組
み
「
パ
リ
協
定
」

の
関
連
部
分
で
は
、
協
定
離

脱
を
表
明
し
て
い
る
米
国
が
、

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を
「
パ

リ
協
定
に
沿
っ
て
」
か
ら
「
パ

リ
協
定
の
加
盟
国
の
公
約
に

沿
っ
て
」と
替
え
る
よ
う
固
執
。

米
国
を
対
象
外
と
す
る
表
現

に
改
め
た
。

　

２
２
日
か
ら
は
国
連
総
会

一
般
討
論
演
説
が
始
ま
る
。

ば
れ
る
島
国

モ
ー
リ
シ
ャ
ス

の
沖
で
７
月

２
５
日
に
発

生
。
長
鋪
汽

船
（
岡
山
県
）

が
保
有
し
、

商
船
三
井
が

手
配
し
た
貨

物
船
が
座
礁

し
、
８
月
６

日
か
ら
重
油

が
流
出
し
た
。

　
【
共
同
】
世
界
自
然
遺
産
の

北
海
道
・
知
床
半
島
で
、
秋

の
訪
れ
と
と
も
に
カ
ラ
フ
ト
マ

ス
の
遡
上
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て

カ
ラ
フ
ト
マ
ス

命
懸
け
た
遡
上

秋
訪
れ
た
北
海
道
・
知
床

力
尽
き
た
り
す
る
姿
も
見
ら
れ

た
。
そ
ん
な
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
は
、

厳
し
い
冬
を
迎
え
る
ヒ
グ
マ
な

ど
の
貴
重
な
餌
と
な
る
。

　

根
室
管
内
さ
け
・
ま
す
増

殖
事
業
協
会
（
標
津
町
）
に

よ
る
と
、
隔
年
の
豊
漁
の
年
に

当
た
り
、
一
昨
年
と
比
較
し
て

も
数
が
多
い
と
い
う
。
今
月
末

か
ら
は
シ
ロ
ザ
ケ
の
遡
上
も
始

ま
る
。

寄付の申し込みは「モーリシャス緊急
救援プロジェクト」のサイト（https://
mauritius-rescue.com/）で受け付ける。

北
海
道
羅
臼
町
の
川
を
遡
上
す
る
カ

ラ
フ
ト
マ
ス
＝
２
２
日
午
後 （
共
同
）

い
る
。
羅
臼
町
を
流
れ
る
川
で

は
、
体
長
５
０
〜
６
０
セ
ン

チ
ほ
ど
の
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
が
産

卵
の
た
め
、
命
を
懸
け
て
上

流
を
目
指
し
て
い
た
。

　

雄
は
「
セ
ッ
パ
リ
」
と
呼
ば

れ
る
、
繁
殖
期
特
有
の
大
き
く

せ
り
上
が
っ
た
背
中
が
目
立
ち
、

雌
に
寄
り
添
う
よ
う
に
泳
い
だ
。

一
方
、
産
卵
に
よ
り
傷
を
負
い
、

弱
々
し
く
な
っ
た
り
、
川
底
で

　
【
共
同
・
解
説
】
マ
ネ
ー
ロ
ン

ダ
リ
ン
グ
（
資
金
洗
浄
）
対
策

費
用
の
増
大
で
一
部
の
地
方
銀

行
が
海
外
送
金
業
務
の
撤
退
や

縮
小
に
動
い
て
い
る
の
は
、
地
銀

の
経
営
環
境
の
厳
し
さ
を
裏
付

け
て
い
る
。
業
界
横
並
び
で
利

用
客
へ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

き
た
が
、
地
域
の
実
情
を
考
慮

し
た
選
択
と
集
中
を
迫
ら
れ
つ

つ
あ
る
。
政
府
か
ら
の
再
編
圧

力
も
強
く
、
地
銀
の
経
営
は
荒

地
銀
経
営
の
厳
し
さ
示
す

求
め
ら
れ
る
選
択
と
集
中

１
８
年
、
金
融
機
関
向
け
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
、
対
応
強

化
を
求
め
た
。

な
い
発
展
途
上
国
が
入
手
で

き
な
い
事
態
を
避
け
る
た
め
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
の
枠
組
み
が
重

視
さ
れ
て
い
る
。
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AUTOS
ブラジルでホンダの自動車販売

台数が２００万台に達する

Toyota anuncia mudança da sede 
de São Bernardo para Sorocaba

Honda completa dois milhões de 
automóveis comercializados no Brasil

Honda WR-V 2021 ganha 
nova versão de entrada

	ANO XXⅢ  –  Nº 5577	 SÃO PAULO, QUARTA-FEIRA, 23 DE SETEMBRO DE 2020	 R$ 5,00

　ホンダは1992年にブラジ
ルで自動車の販売を開始し
た。ブラジル人の顧客に販
売された最初のモデルは、
輸入車のホンダアコードだ
った。
　厳しいブラジル市場にお
いて、エレガントなデザイン、
十分な内部スペースと快適
なアイテムに加え、様々な革
新技術や最先端のテクノロ
ジー等のニュースが話題と
なった。
　5年後の1997年、製品の
開発・生産・商品化を加速す
ることを目的にホンダシビッ
クを生産し、自動車の国内

A Toyota do Brasil 
anunciou na última 
sexta-feira (18) que 
vai mudar a sede 
administrativa de São 
Bernardo do Campo para 
Sorocaba, no interior do 
estado de São Paulo. O 
comunicado foi realizado 
através de um vídeo do 
presidente da empresa 
Rafael Chang, gravado 
com antecedência, 
já que a maioria dos 
funcionários da parte 
administrativa está em 
home office. De acordo 
com o comunicado, 
a mudança faz parte 
do planejamento para 
tornar a empresa mais 
ágil e competitiva. A 
fábrica de São Bernardo 
vai continuar produzindo 

SUV da Honda ganhou 
atualizações no visual e 
mais equipamentos para 
enfrentar a concorrência.
A Honda Automóveis 
do Brasil apresentou a 
linha 2021 do utilitário 
esportivo compacto que 
ganhou novo design, 
mais equipamentos em 
todas as versões.
O modelo ganhou 
atualizações estéticas 
na dianteira mantendo a 
imponência do veículo. A 
nova grade frontal vem 
com área cromada mais 
estreita, os faróis foram 
redesenhados e os faróis 
de neblina (em todas as 
versões) ganharam nova 
moldura com lâmpadas 
em LED, nas versões 
EX  e EXL. Nas versões 
EX e EXL o conjunto 
ótico é de LED.
Na traseira o para-
choque acrescentou 6,7 
cm no comprimento do 
carro e friso superior 
da placa que antes era 
cromado, agora é na cor 
do veículo.
De acordo com a 
Honda, o modelo tem 
altura mínima do solo 
superior ao do VW 
Nivus, Nissan Kicks e 
Ford EcoSport, sendo 
um item importante em 
um país com vias mal 
conservadas.
Segurança: 
Toda a linha 2021 passa 
a contar com controle 
de estabilidade e tração 
(VSA), assistente de 
partida em subida (HSA) 
e alerta de frenagem 
de emergência de série 
(ESS). O modelo também 
traz sensor crepuscular 
com regulagem de 
altura do facho. Todas as 
versões trazem airbags 
frontais, freios ABS com 
distribuição eletrônica de 
frenagem (EDB) além de 
estrutura de deformação 
progressiva e barras de 
proteção nas portas. A 
versão EX acompanha 
airbags laterais e a 
versão EXL vem com seis 
airbags com a adição dos 
laterais tipo cortina.

製造メーカーとなった。
　ここ28年間にわたり、顧客
の総合的な満足感に焦点を
当て、２１３ヶ所の販売ディ
ーラー網とサプライヤー企
業163社をベースに、ホンダ
自動車は製品とサービスの
品質を通して、同市場におけ
る差別化をもたらしている。
　さらに同社は、ブラジル人
顧客に対して、２００万台と
いう記録的な販売台数を達
成した。
　ブラジル・ホンダ自動車の
販売部ロベルト・アキヤマ副
社長は、「当社は、優れた品
質、安全性、技術を備える革

componentes como 
bielas e virabrequins 
para os automóveis 
da marca. A notícia 
foi confirmada pelo 
presidente do Sindicato 
dos Metalúrgicos de 
Sorocaba e região que 
comemorou: “A sede 
administrativa é o 
cérebro da empresa e a 
vinda para Sorocaba só 
reforça a importância 
que a planta da cidade 
conquistou ao longo dos 
anos. Além disso, teremos 
a geração de mais ou 
menos 600 empregos, 
que é uma excelente 
notícia, especialmente 
para o momento de crise 
no qual passamos”. Junto 
com a mudança, a Toyota 
também anunciou que 

新的な製品を通して、人の移
動を容易にし、人々の生活の
可能性を拡大するという使
命を抱いている。ホンダ車各
車は、顧客の期待に十分に
応える製品により、その願い
を満たしている。
　この意味において、販売台
数200万台達成という夢の
記録を祝っている。これは、
ホンダの国内の軌跡におけ
るとても重要な節目である」
とコメントしている。
　現在、ブラジル・ホンダ自
動車は、サンパウロ州内陸
部のスマレー市とイチラピ
ーナ市で、それぞれ工場を
保有している。

abriu um Programa de 
Demissão Voluntária 
(PDV), que será destinado 
para 300 trabalhadores 
do administrativo em 
todo país. A medida não 
atinge trabalhadores da 
produção.
Após o comunicado 
do presidente, os 
diretores de cada área 
administrativa, entraram 
em conferência com suas 
equipes pela internet, 
para dar mais detalhes 
sobre a mudança para 
Sorocaba. A cidade de 
São Bernardo do Campo 
perdeu recentemente a 
fábrica da Ford e agora 
não vai contar com o 
administrativo e toda a 
diretoria da Toyota na 
região.

Fábrica da Honda Automóveis na cidade de Sumaré – SP.

Fábrica da Toyota em São Bernardo do Campo comemorou em 2015, o “reborn” , 
revitalização com investimentos como o Centro de Pesquisa Aplicada e o Centro de 
Visitantes contando a história da empresa.
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Rodas: 
De 16 polegadas, sendo 
que nas versões EX e EXL 
vêm com acabamento 
escurecido.
Nova versão LX: 
Para aumentar a sua 
gama de clientes o 
modelo agora passa a ter 
3 versões: LX, EX e EXL. 
A nova versão LX tem 
com central multimídia 
de 5 polegadas e dois 
airbags com preço 
bastante competitivo.
Versão EX: 
Ar-condicionado digital e 
automático touchscreen, 
central multimídia de 7 
polegadas, conectividade 
com os sistemas Apple 
CarPlay e Android Auto. 
Apoio de braço no 
console central, painel 
bluemeter e volante 
revestido em couro.
Versão EXL: 
Ganhou sensores de 
estacionamento traseiros 
e dianteiro e sistema de 
áudio com 2 tweeters 
adicionais além dos 4 alto-
falantes. Bancos revestidos 
em couro, navegador GPS, 
retrovisores eletricamente 
rebatíveis e espelho 
interno fotocrômico.
Interior: 
No interior nova 
padronagem de maior 
qualidade e relevo no 
tecido dos bancos. Já a 
versão EXL traz nova 
costura preta nos bancos 
de couro. O painel 
ganhou a utilização 
da cor black piano e 
detalhes cromados. Um 

dos atrativos do modelo 
continua sendo os bancos 
Magic Seat que permite 
diversas configurações.
Motor:
Não sofreu alteração, 
sendo mantido o 
eficiente 4 cilindros, 1.5 
i-vTec, flex, aspirado 
com  115/116 cv de 
potência  disponível a 
6.000 rpm.
Torque de 15,3 kgf.m a 
4.800 rpm com etanol e 
15,2 kgf.m a gasolina.
A transmissão CVT 
possui conversor de 
torque proporcionando 
aceleração linear. Nas 
versões EX e EXL o 
modelo traz paddle shifts 
para troca de marchas.
Nova Cor: 
Nova cor a Azul Cósmico 
(metálico), que se soma 
ao Branco (sólido), Prata 
Platinum (metálica), 
Cinza Barium (metálica), 
Preto Cristal, Branco 
Estelar (perolizada) e 
Vermelho Mercúrio 
(perolizada).
Melhor Valor de Revenda: 
De acordo com a Kelley Blue 
Book Brasil especializada em 
informações automotivas, 
o  WR-V  desvalorizou 
38,7% a menos que o 
seu concorrente A, e 
47,7% a menos que o seu 
concorrente B.
Preços WR-V modelo 
2021
LX: R$ 83.400,00
EX: R$ 90.300,00
EXL: R$ 94.700,00
Garantia de 3 anos sem 
limite de quilometragem.

Honda WR-V modelo 2021 nas versões EX e EXL o conjunto ótico é de LED. Nova cor 
Azul Cósmico metálico.

N a t r a s e i r a o p a r a - c h o q u e a c r e s c e n t o u 6,7 c m n o 
comprimento do carro e friso superior da placa que antes 
era cromado, agora é na cor do veículo.
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